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色彩の軌跡
　色鉛筆を選ぶ、そのゆっくりとした指先から、予想を超える筆圧で色を塗り重ねる。
短くなった色鉛筆を見ると、よく選ばれる色がわかります。さらに角度の違った手

て

業
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の
跡は、日によって渡される画用紙の向きが違うからだろうと思われます。こんなに色を
重ねても色が濁らないのは、終わりのタイミングを見極めているからだろうか？

（文：TASCぎふ）

協力：TASC ぎふ（岐阜県障がい者芸術文化支援センター）
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「雑誌で、天井まで花に囲まれている花屋と、花をアレンジするフローリストの特集を見かけて、素敵
だなと思い題材に選びました。飾ってある花の位置や、花の色を選ぶのがたいへんでした。受賞の電
話をもらったとき、家族みんな大喜びで拍手をしました。受賞を励みに、いろいろな絵を描いています」
（令和３年度 障害者雇用支援月間絵画コンテスト　高校・一般の部　高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長賞）
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「協働・協育・協挑」を実現する職場づくり
株式会社舞浜コーポレーション（千葉県）
文：豊浦美紀／写真：官野 貴
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
現
状
と
課
題

〜
企
業
に
求
め
ら
れ
る
こ
れ
か
ら
の
障
害
者
雇
用
と
は
〜

障
害
者
雇
用
ド
ッ
ト
コ
ム
代
表
、
東
京
情
報
大
学
非
常
勤
講
師

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
私

た
ち
の
働
き
方
や
仕
事
内
容
、
生
活
ス
タ
イ
ル
は
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。
障
害
者
雇
用
で
は
ど
の
よ
う
な

変
化
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
厚
生
労
働
省
の
「
令

和
３
年
障
害
者
雇
用
状
況
の
集
計
結
果
」
を
見
る
と
、

雇
用
障
害
者
数
は
59
万
７
７
８
６
・
０
人
、
実
雇
用
率

２
・
20
％
と
雇
用
障
害
者
数
、
実
雇
用
率
と
も
に
過
去

最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
「
令
和
２
年
度

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者
の
職
業
紹
介
状
況
」

（
厚
生
労
働
省
）
を
見
る
と
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
障
害

者
新
規
求
職
申
込
件
数
は
21
万
１
９
２
６
件
で
、
対
前

年
度
比
５
・
１
％
減
と
な
り
、
平
成
11
年
度
以
来
21
年

ぶ
り
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
就
職
件
数
は
８
万
９
８
４

０
件
で
、
対
前
年
度
比
12
・
９
％
減
と
な
り
、
平
成
20

年
度
以
来
12
年
ぶ
り
に
減
少
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
３

月
の
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ
な
ど
も
関
係
し
、
雇
用
障

害
者
数
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
受
け
新
規
採
用
は
厳
し
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

障
害
者
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
に
お
け
る
影
響
を
見

る
と
、業
種
、地
域
に
よ
る
差
は
あ
る
も
の
の
、緊
急
事
態

宣
言
発
令
時
に
は
、休
業
、時
差
出
勤
、交
代
勤
務
な
ど

で
、
勤
務
時
間
を
調
整
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
特
に
知
的
障
害
や
精
神
障
害
の
あ
る
人
を

雇
用
し
て
い
る
企
業
で
は
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
の
業

務
が
、清
掃
や
事
務
補
助
的
な
業
務
、印
刷
関
連
、メ
ー

ル
配
達
な
ど
職
場
で
行
う
仕
事
が
多
く
、
テ
レ
ワ
ー
ク

が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
テ
レ
ワ
ー
ク
が
む
ず
か

し
い
業
種
や
仕
事
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
保
ち
な
が
ら
、
通
常
通
り
の
業
務
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
Ｉ
Ｔ
・
情
報
関
連
の

仕
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
業
種
や
会
社
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
業
務
が
中
心
だ
っ
た
こ
と
、
す
で
に
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
テ

レ
ワ
ー
ク
に
ス
ム
ー
ズ
に
切
り
替
え
ら
れ
た
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
テ
レ
ワ
ー
ク
に
切
り
替
え
た
企
業
か

ら
は
、
好
意
的
な
反
応
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
特
に
精

神
障
害
や
発
達
障
害
の
あ
る
従
業
員
か
ら
は
、「
通
勤
ス

ト
レ
ス
が
な
く
な
っ
た
」、「
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
減
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
働
き
や
す
く
な
っ
た
」
と
い

う
声
が
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
継
続
を
希
望
す
る
声
が

多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
障
害
特
性
に
よ
っ
て

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
む
ず
か
し
か
っ
た
り
、
個
別
の
対

応
が
求
め
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
テ
レ

ワ
ー
ク
と
い
う
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
は
、
通
勤
が
困

難
だ
っ
た
り
、
地
域
に
よ
り
働
く
場
所
が
か
ぎ
ら
れ
て

い
る
障
害
者
に
と
っ
て
は
、
働
け
る
可
能
性
を
広
げ
る

機
会
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業
に
と
っ
て
も
障

害
特
性
に
配
慮
し
た
設
備
投
資
の
コ
ス
ト
が
削
減
で

き
、
首
都
圏
な
ど
採
用
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
地
域
で

も
採
用
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
に
か
ぎ
り
ま
せ
ん
が
、
「
業
務
を
検
討

コ
ロ
ナ
禍
が
障
害
者
雇
用
に

お
よ
ぼ
し
た
影
響

テ
レ
ワ
ー
ク
か
ら
見
る
新
た
な
働
き
方
と
は

※本誌では通常西暦で表記していますが、この記事では元号で表記しています

松
井
優
子
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い
社
会
課
題
を
発
見
し
、
そ
れ
を
基
に
自
社
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
新
た
な
ヒ
ン
ト
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
社
会
課
題
を
起
点
と
し
た
解
決
策
を
考

え
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
社
員

の
社
会
課
題
意
識
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
結
果

的
に
本
業
に
貢
献
し
つ
つ
、
会
社
と
社
員
両
者
が
同

じ
方
向
性
を
目
ざ
す
こ
と
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
見

ら
れ
ま
す
。
障
害
者
雇
用
も
雇
用
率
の
達
成
だ
け
で

な
く
、
組
織
全
体
で
新
た
な
意
義
や
位
置
づ
け
を
再

定
義
す
る
こ
と
に
よ
り
、
違
っ
た
視
点
で
と
ら
え
直

す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

変
化
は
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
得
ま
す
。
い
ま
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
障
害
者
雇
用
の
考
え
方
や
仕
事
内
容
を

見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
組
織
に
貢
献
す
る
障
害
者
雇
用

に
取
り
組
む
機
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
障
害
者
雇
用
率
を
達
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
企
業

に
貢
献
す
る
一
歩
進
ん
だ
障
害
者
雇
用
を
目
ざ
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　教育機関で知的障害、発達障害の教育、就労
にたずさわる。送り出した学生たちが戻ってく
るのを見て、障害者雇用には一緒に働く職場の
理解が必要だと感じ、企業で障害者雇用にかか
わる。特例子会社の立ち上げ、200社以上の企
業のコンサルティングや研修にたずさわり、現
在、障害者雇用ドットコム代表。企業視点から
の障害者雇用の進め方や業務の切り出し、職域
開拓などを得意とする。
　著書に「障害者雇用を成功させるための5つ
のステップ」、「特例子会社の設立を考えたら必
ず読む本」、「これからの障害者雇用はどうなる
のか：コロナ禍の影響と今後に向けて企業が行
なうべき事」（以上、Kindle）などがある。

松井優子
（まつい ゆうこ）

し
て
い
る
が
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
に
適
し
た
業
務
が

見
つ
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
問
題
が
で
て
く
る
理
由
は
、
一
つ
の
部
署
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
限
定
的
な
範
囲
で
考
え
て
い
た
り
、
組
織

や
業
務
の
流
れ
を
把
握
し
て
い
な
い
受
け
入
れ
側
の
社

員
が
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
の
業
務
の
検
討
を
担
当
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
現
状
で
む
ず
か
し
い
場
合
に
は
、

特
定
の
部
署
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
組
織
全
体

で
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
組
織
の
事

業
全
体
を
見
通
せ
る
人
材
や
事
業
運
営
で
発
言
権
の
あ

る
人
材
が
か
か
わ
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

あ
る
企
業
で
は
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
が
に
な
う
業

務
の
切
り
出
し
に
事
業
部
の
責
任
者
が
か
か
わ
り
、
障

害
の
あ
る
従
業
員
が
ど
の
よ
う
な
特
性
や
能
力
を
持
っ

て
い
る
の
か
を
理
解
し
た
う
え
で
、
社
内
全
体
の
業
務

の
な
か
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
分
野
を
見
つ
け
て
い
ま

す
。
外
注
す
る
よ
り
も
コ
ス
ト
が
安
い
な
ど
の
経
済
的

な
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
し
た
り
、
納
期
面
で
の
柔
軟
な
対

応
が
で
き
る
こ
と
な
ど
を
示
す
こ
と
で
、
事
業
部
の
社

員
た
ち
は
障
害
の
あ
る
従
業
員
に
業
務
を
任
せ
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
を
認
識
し
や
す
く
な
り
、
依
頼
業
務
が
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
が
で
き
た
の
は
、
事
業
部
や

プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
部
門
の
社
員
た
ち
の
考
え
を
理
解
し
、

ニ
ー
ズ
と
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
「
障
害
の
あ
る
人
が
で
き
る
仕
事
は
何
か
」

と
い
う
視
点
か
ら
は
、
新
た
な
業
務
を
創
出
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
組
織
に
必
要
と
さ
れ
る
業
務
、
求
め

ら
れ
る
仕
事
と
い
う
視
点
か
ら
仕
事
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
社
内
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

し
た
と
き
に
、

「
人
手
が
ほ
し
い
業
務
は
な
い
か
」
、
「
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
け
れ
ど
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
業
務
は
な

い
か
」
、
「
い
ま
、
で
き
て
い
な
い
業
務
で
も
、
本
当
は

取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
も
の
は
な
い
か
」
、
こ
の
よ

う
な
点
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
業
務
を
見

つ
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

企
業
の
障
害
者
雇
用
が
語
ら
れ
る
と
き
に
、
最
近
よ

く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可

能
性
）
で
す
。
企
業
活
動
の
継
続
と
い
う
面
か
ら
も
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
害
者
雇
用
は
、
人
材
活
用
の
面

か
ら
女
性
や
外
国
人
な
ど
と
同
様
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（
多
様
性
）
に
対
す
る
取
組
み
の
一
環
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
が
ち
で
す
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
含
ま
れ
る
ほ
か
の
視

点
か
ら
と
ら
え
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
持
つ

意
味
を
広
げ
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
で
は
、
企
業
が
社
会

課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
社
会
課
題

を
知
る
た
め
の
き
っ
か
け
と
し
て
社
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
プ
ロ
ボ
ノ
（
知
識
や
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
社
会
貢

献
）
な
ど
に
取
り
組
み
、
会
社
の
な
か
で
は
気
づ
か
な

組
織
に
貢
献
す
る
障
害
者
雇
用
を

実
現
す
る
た
め
に

3
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（文）豊浦美紀　（写真）官野 貴

株式会社舞浜コーポレーション
〒279-8521　千葉県浦安市舞浜1-1
TEL 047-305-5370  FAX 047-381-3569

取材先データ

Keyword：テーマパーク、特例子会社、
 ソーシャル・スキルズ・トレーニング（SST）、支援機関、
 アビリンピック、労働組合

キャスト（障がいのある従業員）全員を正社員化、キャリアアップが可能に

「協働・協育・協挑」を実現する
職場づくり

― 株式会社舞浜コーポレーション（千葉県）―
夢の国と称されるテーマパークの舞台裏を支える特例子会社では、

障がいのある従業員もない従業員も一緒に働きやすい職場づくりに力を注いできた。

職
ル
場
ポ
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千
葉
県
浦
安
市
で
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
運
営
す

る
「
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
」（
以
下
、

「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
」）は
、
１
９
９
４
（
平

成
６
）年
に
初
の
子
会
社
「
株
式
会
社
舞
浜
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」（
以
下
、「
舞
浜
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
」）を
設
立
し
た
。２
０
０
９
年
、
舞
浜

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン

ド
の
特
例
子
会
社
「
株
式
会
社
舞
浜
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ー
ビ
ス
」（
１
９
９
９
年
設
立
）
と
合
併
す
る

形
で
特
例
子
会
社
と
な
っ
た
。

従
業
員
数
は
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
６

月
1
日
現
在
で
４
６
３
人
、
う
ち
障
が
い
の
あ

る
従
業
員
は
３
１
３
人
（
知
的
障
が
い
２
６
０

人
、
身
体
障
が
い
37
人
、
精
神
障
が
い
16
人
）、

障
が
い
者
雇
用
率
は
５
社
の
グ
ル
ー
プ
適
用
で

２
・
71
％
だ
。

お
も
な
業
務
内
容
は
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
運
営

に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
業
務
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
お

よ
び
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
業
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
業
、

花か

卉き

栽
培
事
業
、
理
容
業
、
郵
便
物
な
ど
の
受

け
渡
し
お
よ
び
発
送
代
行
業
な
ど
19
分
野
に
わ

た
る
。

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
代
表
取
締
役
社
長
を

務
め
る
一い
ち

倉く
ら

将す
す
む

さ
ん
は
、
企
業
理
念
の
「
協
働
・

協
育
・
協
挑
」
を
大
き
な
柱
に
、
職
場
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
と
説
明
す
る
。

「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
『
一
緒
に
働

く
（
協
働
）
会
社
』
の
環
境
は
、
か
な
り
整
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
『
一
緒

に
育
つ
（
協
育
）
風
土
』
や
『
一
緒
に
挑

む
（
協
挑
）
文
化
』
の
醸
成
に
も
、
い
っ

そ
う
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

拠
点
と
な
る
職
場
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ラ
ン
ド
と
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
と
も

に
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
接
す
る
広
大
な
敷

地
内
に
あ
る
。
働
く
現
場
と
取
組
み
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
。

舞
浜
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
作
業
に
従
事

す
る
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
を
「
キ
ャ
ス
ト
」

と
呼
ん
で
お
り
、
知
的
に
障
が
い
の
あ
る
従
業

員
を
は
じ
め
、
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
、

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
が
活
躍
し
て
い

る
。
特
別
支
援
学
校
と
連
携
し
た
職
場
実
習（
２

年
・
３
年
次
に
各
二
週
間
）や
、障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
の
求
職
者
を
対

象
に
し
た
実
習
（
二
週
間
）
を
経
て
採
用
さ
れ

る
流
れ
だ
。

人
事
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
小こ

原は
ら

謙け
ん

一い
ち

さ
ん
は
、

「
長
年
の
連
携
の
お
か
げ
か
、
い
ま
で
は
先
生
や

支
援
機
関
の
担
当
者
か
ら
『
こ
の
方
が
合
い
そ

う
』
と
推
薦
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
ね
」
と

話
す
。
一
方
、
採
用
担
当
の
福ふ
く

田だ

麻ま

由ゆ

さ
ん
に

よ
る
と
、「
面
接
時
に
は
家
族
の
方
に
も
同
席
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
家
族
と
本
人
の
気
持

ち
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な

る
べ
く
本
人
の
思
い
を
く
み
取
り
な
が
ら
マ
ッ

チ
ン
グ
を
見
き
わ
め
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
。

入
社
後
、
キ
ャ
ス
ト
を
多
角
的
に
支
援
す
る

の
が
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
推
進
グ
ル
ー

プ
」（
以
下
、「
Ｎ
Ｄ
Ｇ
」）
だ
。
Ｎ
Ｄ
Ｇ
の
主

任
で
社
会
福
祉
士
で
も
あ
る
西に
し

村む
ら

友と
も

恵え

さ
ん
が

説
明
す
る
。

「
ま
ず
実
習
時
と
入
社
時
・
入
社
直
後
に
『
従

テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
支
え
る

特
例
子
会
社

キ
ャ
ス
ト
の
支
援
体
制

★本誌では通常「障害」と表記しますが、株式会社舞浜コーポレーション様のご希望により「障がい」としています

「従業員情報シート」を軸に支援。「専門性向上研修」も実施

キャスト（障がいのある従業員）全員を正社員化、キャリアアップが可能に

電子社内報やイベントで、従業員同士のつながりや交流の場を広げる

「協働・協育・協挑」を実現する
職場づくり

― 株式会社舞浜コーポレーション（千葉県）―
夢の国と称されるテーマパークの舞台裏を支える特例子会社では、

障がいのある従業員もない従業員も一緒に働きやすい職場づくりに力を注いできた。

1
2
3

POINT

株式会社舞浜コーポレーションのオフィス

代表取締役社長の一倉将さん（左）、理事の中澤尊史さん（右）

人事部の（左から）畑本賢治さん、小原謙一さん、福田麻由さん

ノーマライゼーション
推進グループの
西村友恵さん
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業
員
情
報
シ
ー
ト
』を
作
成
し
ま
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｇ
や

各
部
署
の
担
当
者
が
、
キ
ャ
ス
ト
と
定
期
的
に

個
人
面
談
を
行
い
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
情
報
を

通
勤
・
体
調
管
理
・
就
業
環
境
・
生
活
環
境
と

い
っ
た
項
目
別
に
整
理
し
、
職
場
で
の
合
理
的

配
慮
や
業
務
上
の
支
援
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
」

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ス
キ
ル
ズ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
Ｓ

Ｓ
Ｔ
）
に
も
力
を
入
れ
る
。
一
部
を
紹
介
す
る
。

【
ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス
テ
ッ
プ
形
式
（
小
さ
な
ス

テ
ッ
プ
を
ふ
み
な
が
ら
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を

行
い
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
行
動
強
化
）
】

  

●	�

挨
拶
の
苦
手
な
キ
ャ
ス
ト
が
、
目
は
見
な
く

と
も
相
手
の
方
を
見
な
が
ら
顔
を
上
げ
て
挨

拶
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

  

●	�

マ
ナ
ー
行
動
が
む
ず
か
し
い
キ
ャ
ス
ト
が
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
と
伝

え
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た

【
問
題
解
決
技
法
形
式
（
個
人
的
な
悩
み
の

解
決
策
を
参
加
者
で
出
し
合
う
）
】

  

●	�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
プ
リ
を
見
す
ぎ
て
時
間

を
無
駄
に
す
る
と
の
悩
み
に
、「
不
要
な
ア
プ

リ
を
削
除
し
て
み
て
は
」と
い
う
意
見
を
取
り

入
れ
、
睡
眠
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

  

●	�

集
団
で
の
会
話
が
う
ま
く
な
り
た
い
と
の
悩

み
に
、「
一
人
ず
つ
仲
よ
く
な
る
」、「
相あ
い

槌づ
ち

や
頷う

な
ず

き
を
す
る
」な
ど
の
意
見
か
ら
、ま
ず
表
情
を

合
わ
せ
る
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た

支
援
が
必
要
な
場
合
は
外
部
の
支
援
機
関
に

も
積
極
的
に
協
力
を
仰
い
で
い
る
。
総
務
部
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
岡お
か

部べ

元も
と

暁あ
き

さ
ん
が
話
す
。

「
社
内
の
支
援
は
あ
く
ま
で
業
務
に
関
す
る

範
囲
内
な
の
で
、
特
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
課
題

は
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
連
携
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
、
情
報

交
換
を
含
め
た
関
係
づ
く
り
も
大
事
で
す
」

２
０
２
１
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
内
容
を

百
数
十
の
事
例
に
ま
と
め
た「
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
。
Ｎ
Ｄ
Ｇ
主
任
の
小こ

林ば
や
し

薫く
ん

平ぺ
い

さ
ん
は
、「
蓄
積
さ
れ
て
き
た
支
援
ノ
ウ
ハ

ウ
を
、
現
場
で
も
日
常
的
に
共
有
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
こ
の
ほ
か
災
害
時

な
ど
に
備
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
従
業

員
の
安
否
を
会
社
が
把
握
で
き
る
確
認
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
ほ
か
、
通
勤
途
中
に
も
救
助
を

受
け
や
す
い
よ
う
必
要
情
報
を
記
入
で
き
る

「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
」
を
全
員
に
配
付
し
て
い
る
。

親
会
社
と
も
毎
週
、
定
例
会
議
を
開
催
し
、

支
援
状
況
や
採
用
計
画
な
ど
幅
広
く
情
報
交
換

し
な
が
ら
連
携
し
合
う
。
障
が
い
の
あ
る
人
を

雇
用
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
随
時
、
個

別
の
相
談
を
受
け
た
り
、
新
入
社
員
研
修
や
管

理
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
た
り
す
る

な
か
で
、
舞
浜
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
で
は

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
現
場
で
キ
ャ
ス
ト
を
支
援
す
る
立
場
と
し

て
、
社
内
に
は
企
業
在
籍
型
職
場
適
応
援
助
者

（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
18
人
、
障
害
者
職
業
生
活

相
談
員
97
人
の
ほ
か
、
精
神
保
健
福
祉
士
２
人
、

社
会
福
祉
士
８
人
、
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格

４
人
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
３
人
が
い
る
。
入

社
後
に
資
格
を
取
得
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
大
半

だ
と
い
う
。

土
台
と
な
る
の
は
、
障
が
い
者
雇
用
に
関
す

る
「
専
門
性
向
上
研
修
」
だ
。
こ
の
研
修
に
よ

り
目
ざ
す
の
は
、「
社
内
外
の
関
係
者
と
の
適

切
な
調
整
の
も
と
、
キ
ャ
ス
ト
の
職
場
定
着
を

促
進
で
き
る
人
財
」
と
な
る
管
理
者
の
育
成
だ
。

研
修
で
は
ま
ず
入
社
後
３
カ
月
～
半
年
の
間

に
、
障
が
い
者
に
か
か
わ
る
法
律
や
知
識
の
座

学
、
社
内
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
部
署
）
の
職
場
体

験
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
う
。
並
行
し
て
入

社
後
３
年
目
ま
で
に
県
内
の
特
別
支
援
学
校
と

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
計
６
カ

所
を
見
学
し
、
そ
の
後
は
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
主
催
す
る
地
域
の
意
見

交
換
会
な
ど
に
参
加
。
社
内
で
は
定
期
的
な

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
現
場
で
の
声
か
け
か
ら
面

談
で
の
聴
き
方
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
工

夫
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
研
修
を
受
け
て
、
さ
ら
に
障
害
者
職
業

生
活
相
談
員
の
資
格
も
取
得
し
た
、
リ
ゾ
ー
ト

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
の
加か

藤と
う

絵え

美み

さ
ん
（
35
歳
）

に
話
を
聞
い
た
。
加
藤
さ
ん
は
６
歳
の
と
き
に

発
症
し
た
若
年
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
が
進
行
し
、

管
理
者
の
「
専
門
性
向
上
研
修
」

通行証の発行などを行う部署で働く
大滝愛美さん

加藤さんは担当業務のほか、従業員からの相談窓口も務める

総務部マネージャーの
岡部元暁さん

ノーマライゼーション
推進グループの
小林薫平さん

リゾートオペレーション部
の加藤絵美さん
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２
０
１
１
年
に
障
害
者
手
帳
を
取
得
。
そ
の
翌

年
に
「
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
と
一
緒
に
働
き

た
い
」
と
、
入
社
し
た
と
い
う
。

最
初
の
配
属
先
「
パ
ー
ク
遺
失
物
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
同

僚
た
ち
と
一
緒
に
働
い
た
。
接
し
方
に
戸
惑
っ

た
が
「
ま
ず
は
そ
の
人
を
知
ろ
う
」
と
会
話
を

重
視
。
上
司
か
ら
「
し
ゃ
べ
り
過
ぎ
だ
よ
」
と

た
し
な
め
ら
れ
た
が
、「
あ
の
時
間
は
必
要
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
ふ
り
返
る
。

「
で
も
、
だ
ん
だ
ん
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
相
談

を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、『
ど
こ
ま
で
聞
く
べ

き
か
』
と
悩
み
ま
し
た
。
上
司
や
Ｎ
Ｄ
Ｇ
か
ら

助
言
を
も
ら
い
、
肩
の
荷
が
下
り
ま
し
た
」

そ
の
後
は
、
必
要
な
と
き
は
キ
ャ
ス
ト
の
業

務
を
調
整
し
た
り
、
支
援
機
関
な
ど
に
相
談
す

る
よ
う
う
な
が
し
た
り
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
な

支
援
に
つ
な
が
る
橋
渡
し
的
な
役
目
を
し
て

い
る
。
い
ま
配
属
さ
れ
て
い
る
通
行
証
管
理
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
キ
ャ
ス
ト
た
ち
と
一
緒
に
、

グ
ル
ー
プ
会
社
従
業
員
ら
に
、
て
い
ね
い
な
対

応
を
心
が
け
て
い
る
。

　
舞
浜
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
２
０
１
９
年
、

そ
れ
ま
で
嘱
託
社
員
と
し
て
い
た
キ
ャ
ス
ト
を

全
員
、
正
社
員
化
し
た
。

２
０
２
１
年
３
月
ま
で
４
年
半
に
わ
た
り
代

表
取
締
役
社
長
を
務
め
、
現
在
は
同
社
理
事
と

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
人
事
部
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
を
務
め
る
中な
か

澤ざ
わ

尊た
か

史ふ
み

さ
ん
は
、

「
契
約
を
毎
年
更
新
し
な
が
ら
働
い
て
く
れ
て

い
る
キ
ャ
ス
ト
に
、
安
定
し
て
働
き
続
け
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
か
ら
正
社
員
化
を
決
め
ま
し

た
。
そ
れ
に
向
け
て
親
会
社
を
納
得
さ
せ
る
た

め
、
奔
走
し
ま
し
た
」
と
ふ
り
返
る
。

具
体
的
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
６
段
階
の
社
員

資
格
制
度
を
７
段
階
に
増
や
し
た
形
だ
。
小
原

さ
ん
に
よ
る
と
「
正
社
員
化
に
よ
っ
て
、
新
た

に
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
の
道
筋
も
示
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
」
と
い
う
。
キ
ャ

ス
ト
も
、
勤
務
年
数
や
人
事
評
価
な
ど
の
条
件

を
ク
リ
ア
す
れ
ば
、
昇
格
試
験
を
経
て
昇
格
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

現
場
で
は
、
業
務
内
容
に
沿
っ
た
「
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
て
い
る
。
人
事

部
の
畑は
た

本も
と

賢け
ん

治じ

さ
ん
に
よ
る
と
「
作
業
ス
キ
ル

の
習
得
状
況
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ス
テ
ッ
プ

で
示
し
、
自
分
が
い
ま
ど
の
位
置
に
い
る
か
を

現
場
の
育
成
担
当
と
確
認
し
、
半
期
ご
と
に
目

標
設
定
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

２
０
２
１
年
度
に
は
、
キ
ャ
ス
ト
３
人
が
昇

格
し
た
。
そ
の
一
人
が
、
２
０
１
３
年
入
社
の

大お
お

滝た
き

愛ま
な

美み

さ
ん
（
32
歳
）。
製
菓
学
校
卒
業
後

に
洋
菓
子
店
な
ど
で
働
い
て
い
た
が
、
会
社
の

研
修
中
に
体
調
を
崩
し
、
周
囲
の
す
す
め
で
受

診
し
た
精
神
科
で
初
め
て
知
的
障
が
い
の
診
断

を
受
け
た
。
就
労
支
援
機
関
を
経
て
入
社
し
、

い
ま
は
加
藤
さ
ん
と
同
じ
通
行
証
を
発
行
す
る

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
配
属
さ
れ
て
い
る
。

昇
格
し
て
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
任
さ
れ

る
仕
事
が
増
え
た
こ
と
だ
。「
例
え
ば
通
行
証

の
再
発
行
時
の
、
お
金
の
受
け
渡
し
も
任
せ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
計
算
が
苦
手

だ
っ
た
の
で
す
が
、
妹
が
簡
単
な
暗
算
法
を
い

く
つ
か
教
え
て
く
れ
ま
し
た
」
と
話
す
。
作
業

チ
ー
ム
の
中
心
に
立
っ
て
仕
事
を
回
す
こ
と
も

あ
る
が
、
効
率
よ
く
平
等
に
作
業
を
割
り
ふ
る

方
法
を
考
案
す
る
な
ど
努
力
を
怠
ら
な
い
。

昨
年
は
、初
め
て
地
方
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
千

葉
県
）
で
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
種
目
に
挑
戦
。「
接

客
は
仕
事
で
も
活
か
せ
る
た
め
、
よ
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
次
回
も
挑
戦
し
た
い
で
す
」
と

意
気
込
む
。
岡
部
さ
ん
は
、「
会
社
で
は
、
こ

れ
ま
で
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力
な
ど
の
種
目
に

選
手
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
喫
茶
サ
ー

ビ
ス
は
初
め
て
で
す
。
職
域
拡
大
を
視
野
に
、

今
後
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
含
め
挑
戦
し
て
い
き

ま
す
」
と
語
る
。

　
キ
ャ
ス
ト
全
員
の
正
社
員
化
と
同
時
期
に
労

働
組
合
の
「
舞
浜
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ・
ソ
サ
エ
テ
ィ
」も
設
立
さ
れ
、キ
ャ

ス
ト
の
加
入
手
続
き
が
て
い
ね
い
に
進
め
ら
れ

キ
ャ
ス
ト
を
全
員
正
社
員
に

労
働
組
合
に
も
加
入

通行証の発行などを行う部署で働く
大滝愛美さん

大滝さんは、通行証に使用する顔写真の撮影も担当する
地方アビリンピック（千葉県）で

喫茶サービス種目に出場した大滝さん（左から2人め）
（写真提供：株式会社舞浜コーポレーション）
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た
。
チ
ェ
ア
マ
ン
（
委
員
長
）
の
佐さ

久く

間ま

真し
ん

一い
ち

さ
ん
は
、「
私
た
ち
関
係
者
が
、
保
護
者
に
電

話
を
し
た
り
支
援
機
関
に
足
を
運
ん
だ
り
し
て

理
解
を
広
げ
、
キ
ャ
ス
ト
向
け
の
説
明
会
を
何

度
も
行
い
ま
し
た
」
と
話
す
。

運
営
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
文
章
は
な
る
べ

く
わ
か
り
や
す
い
表
現
を
使
う
ほ
か
、
視
覚
障

が
い
の
あ
る
従
業
員
向
け
に
は
、
読
み
上
げ
機

能
が
使
え
る
よ
う
ワ
ー
ド
文
書
を
送
信
し
て
い

る
。
一
方
で
組
合
員
か
ら
の
要
望
で
多
い
の
が

従
業
員
同
士
の
交
流
で
、
映
画
や
歌
舞
伎
の
鑑

賞
ツ
ア
ー
な
ど
は
大
人
気
だ
。
ト
ッ
プ
セ
ク
レ

タ
リ
ー
（
書
記
長
）
の
森も
り

田た

浩ひ
ろ

朗お

さ
ん
は
、「
イ

ベ
ン
ト
で
の
充
実
感
が
そ
の
ま
ま
仕
事
に
も
直

結
し
て
い
る
よ
う
で
す
」と
話
す
。佐
久
間
さ
ん

は
、「
会
社
へ
の
要
望
活
動
も
通
常
の
組
合
と

同
様
に
行
っ
て
い
ま
す
。
特
例
子
会
社
で
つ
く

る
労
働
組
合
は
珍
し
い
た
め
、
よ
い
前
例
に
な

る
よ
う
試
行
錯
誤
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と

語
っ
た
。

　
会
社
側
と
し
て
も
、
従
業
員
同
士
で
少
し
で

も
横
の
つ
な
が
り
が
持
て
る
よ
う
に
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
発
信
や
交
流
の
場
を
設
け
て
い
る
。

２
０
１
２
年
に
始
め
た
電
子
社
内
報
「
Ｋ
Ｇ

Ｃ（K
eep Good Com

pany!

）」で
は
、
全
社
員

が
自
分
の
自
己
紹
介
ペ
ー
ジ
を
持
ち
発
信
の
場

に
し
て
い
る
ほ
か
、
２
０
２
０
年
か
ら
は
キ
ャ
ス

ト
４
人
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加

し
、
各
部
署
の
仕
事
や
従
業
員
を
取
材
、
紹
介

し
て
い
る
。
２
０
１
７
年
か
ら
年
４
回
発
行
し

て
い
る
社
内
情
報
誌
「
Ｎ
Ｄ
ネ
ッ
ト
」
は
、
キ
ャ

ス
ト
の
家
族
や
支
援
機
関
も
読
者
だ
。
会
社
の

行
事
、
各
部
署
や
キ
ャ
ス
ト
の
紹
介
、
健
康
や

生
活
面
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

年
１
回
開
催
の「
Ｍ
Ｃ
Ｃ
（
舞
浜
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
）フ
ェ
ス
」
は
、
従
業
員
が
自
由
に
音
楽

な
ど
を
披
露
す
る
文
化
祭
の
よ
う
な
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
。
２
０
１
６
年
か
ら
は
年
１
回
、
社

内
ホ
ー
ル
で
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
フ
ェ
ス

タ
」
も
開
催
。
テ
ー
マ
ご
と
に
担
当
チ
ー
ム
が

漫
画
や
寸
劇
な
ど
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
発
表
を

行
い
、
キ
ャ
ス
ト
た
ち
か
ら
「
楽
し
く
て
わ
か

り
や
す
い
」
と
好
評
だ
。

　
テ
ー
マ
パ
ー
ク
運
営
を
支
え
る
裏
方
の
現
場

も
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
使
わ
れ
る
３
Ｄ
メ
ガ
ネ
の
洗
浄
業
務
を
担
当

す
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
使
用
済
み
の
３
Ｄ
メ

ガ
ネ
を
大
型
機
械
で
洗
浄
、
１
本
ず
つ
人
の
目

で
検
品
作
業
も
し
て
い
る
。「
検
品
で
多
く
見
つ

け
る
の
は
、
鼻
あ
て
部
分
に
つ
い
た
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
や
フ
レ
ー
ム
の
小
さ
な
傷
で
す
」
と
説

明
す
る
の
は
、
特
別
支
援
学
校
か
ら
２
０
１
８

年
に
入
社
し
た
長は

谷せ

部べ

未み

歩ほ

さ
ん
（
22
歳
）
。

長
谷
部
さ
ん
は
２
０
２
１
年
か
ら
業
務
拡
張

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
検
品
の
ダ

ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
洗
浄
関
連
の
デ
ー
タ
入
力
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、洗
浄
業
務
の
最
終
確
認
も

任
せ
ら
れ
て
い
る
。「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
確
認
し
、
メ
モ
も
取
っ
て
何
度
も
見
返

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。「
安
全
に
仕
事
が
で
き

る
よ
う
、
同
僚
が
困
っ
て
い
そ
う
な
と
き
は
声

か
け
を
し
て
い
ま
す
」
と
頼
も
し
い
一
面
も
見

せ
る
。

　
テ
ー
マ
パ
ー
ク
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
使

わ
れ
て
い
る
布
ナ
プ
キ
ン
を
折
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
あ
る
。
布
ナ
プ
キ
ン
の
折
り
方
は
、
長
方
形

に
た
た
む
も
の
か
ら
王
冠
の
よ
う
に
立
て
る
形

ま
で
十
数
種
類
に
の
ぼ
る
。
２
０
０
２
年
入
社

の
中な
か

島じ
ま

幸ゆ
き

男お

さ
ん（
49
歳
）は
、商
品
サ
ポ
ー
ト

業
務
な
ど
を
経
験
し
、
５
年
前
か
ら
現
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
配
属
さ
れ
て
い
る
。「
折
り
方
を
覚
え

る
の
も
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
い
ま
は
折
り
な

が
ら
ゆ
が
み
を
調
整
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
で

す
ね
」
と
話
す
。
実
演
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

驚
く
ほ
ど
鮮
や
か
な
手
さ
ば
き
だ
っ
た
。

「
見
え
な
い
ゲ
ス
ト
の
笑
顔
を
想
像
し
な
が
ら

折
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
中
島
さ
ん
は
、
１
年

前
か
ら
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
内
の
リ
ー
ダ
ー
職
を
務

従
業
員
同
士
の
横
の
つ
な
が
り

レ
ス
ト
ラ
ン
の
布
ナ
プ
キ
ン
折
り

裏
方
と
し
て

テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
支
え
る

全社員が自分の自己紹介ページを持つ
電子社内報の「KGC」

（写真提供：株式会社舞浜コーポレーション）

2018年に開催された「MCCフェス」の様子
（写真提供：株式会社舞浜コーポレーション）

社内情報誌「NDネット」は、キャストの家族にも好評だという

労働組合チェアマンの佐久間真一さん（左）、
トップセクレタリーの森田浩朗さん

３Dメガネを検品する長谷部さん。
洗浄業務の最終確認も担当する

あん摩マッサージ指圧師の西島朋幸さん

西島さんのマッサージは
利用者から好評を得ている
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め
て
い
る
。
ほ
か
の
同
僚
よ
り
も
レ
ベ
ル
の
高

い
仕
事
を
求
め
ら
れ
る
そ
う
で
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
も
な
り
そ
う
だ
が
「
逆
に
仕
事
の
や
り
が
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。
後
輩
た
ち
の
見
本
に
な
れ

る
よ
う
、が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
舞
浜
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
建
物
に

は
、全
グ
ル
ー
プ
会
社
の
従
業
員
の
た
め
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
ル
ー
ム
が
あ
る
。
営
業
時
間
は
10
時
20

分
～
18
時
40
分
で
、
20
分
・
40
分
・
60
分
の
３

コ
ー
ス
を
用
意
。
開
設
以
来
、
延
べ
3
万
人
以

上
も
の
従
業
員
が
利
用
し

て
い
る
。

こ
こ
に
勤
務
す
る
１
人

が
、
あ
ん
摩ま

マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
の
西に
し

島じ
ま

朋と
も

幸ゆ
き

さ
ん

（
49
歳
）。
千
葉
県
立
千
葉

盲
学
校
を
卒
業
後
、
整
骨

院
勤
務
を
経
て
２
０
０
１

年
に
入
社
し
た
。「
こ
の

会
社
が
す
ご
い
と
思
っ
た

の
は
、
少
し
で
も
『
こ
こ
が
歩
き
に
く
い
か
な
』

と
漏
ら
す
と
、
す
ぐ
に
対
応
し
て
く
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
街
な
か
よ
り
も
断
然
安
全
で
す
よ
」

と
話
す
西
島
さ
ん
。
日
々
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、

こ
う
語
っ
て
く
れ
た
。

「
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
か
ら
立
ち
仕
事
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
が
来
ま
す
。
話
を
聞
い
て

触
診
し
な
が
ら
、
自
分
の
な
か
で
施
術
プ
ラ
ン

を
立
て
、
予
想
通
り
に
体
が
ほ
ぐ
れ
た
と
き
は

『
よ
っ
し
ゃ
』
と
思
い
ま
す
。
人
の
役
に
立
て

て
い
る
の
が
何
よ
り
の
や
り
が
い
で
す
」

　
代
表
取
締
役
社
長
の
一
倉
さ
ん
に
、
目
下
の

課
題
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
従
業
員
の
高

齢
化
を
あ
げ
た
。
平
均
年
齢
は
低
い
も
の
の
、

40
代
以
降
の
従
業
員
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

健
康
管
理
の
た
め
の
研
修
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
る

ほ
か
、「
健
康
診
断
の
結
果
が
理
解
で
き
な
い
」

と
い
う
キ
ャ
ス
ト
の
た
め
に
、
産
業
医
面
談
に

同
席
し
て
一
緒
に
説
明
す
る
と
い
っ
た
工
夫
も

し
て
い
る
。

「
体
力
低
下
や
障
が
い
の
進
行
に
よ
っ
て
、
ス

ム
ー
ズ
に
配
置
転
換
で
き
る
体
制
を
充
実
さ
せ

て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
」
と
一
倉
さ
ん
は
話

す
。
そ
こ
で
導
入
し
て
い
る
の
が
約
２
カ
月
間

の
「
ク
ロ
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
制

度
だ
。
本
人
と
業
務
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
う
ま
く

い
か
な
く
な
っ
た
と
き
の
配
置
転
換
の
検
討
や
、

業
務
拡
大
に
よ
る
新
た
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
か
挑
戦
し
て
も
ら
う
場
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
職
域
拡
大
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。「
こ
れ
ま
で
キ
ャ
ス
ト
の
業
務
は
バ
ッ

ク
ス
テ
ー
ジ
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、テ
ー

マ
パ
ー
ク
内
で
ゲ
ス
ト
に
直
接
貢
献
で
き
る
よ

う
な
場
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」と
い
う
一
倉
さ
ん
。
あ
ら
た
め
て
舞
浜
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
っ
て
く

れ
た
。

「
私
た
ち
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ

は『
幸
せ
を
つ
く
る
会
社
』
で
す
。
テ
ー
マ
パ
ー

ク
に
か
か
わ
る
従
業
員
が
ゲ
ス
ト
を
幸
せ
に
す

る
た
め
に
、
自
ら
も
幸
せ
や
成
長
を
実
感
し
な

が
ら
、
働
き
が
い
を
持
て
る
よ
う
な
会
社
を
目

ざ
し
て
い
き
ま
す
」

「
人
を
幸
せ
に
す
る
会
社
」
と
し
て

従
業
員
向
け
マ
ッ
サ
ー
ジ

2018年に開催された「MCCフェス」の様子
（写真提供：株式会社舞浜コーポレーション）

３Dアトラクションサポートの
長谷部未歩さん

３Dメガネを検品する長谷部さん。
洗浄業務の最終確認も担当する

布ナプキンの王冠折りを
行う中島さん

王冠折りの完成品（左）と
見学者向けの手順ガイド（右）

リゾートダイニングサポートの
中島幸男さん

あん摩マッサージ指圧師の西島朋幸さん

西島さんのマッサージは
利用者から好評を得ている
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第１回第１回

はじめてのはじめての
　　障害者雇用Ⅱ　　障害者雇用Ⅱ
　今号より、これから障害者雇用に取り組もうとしているみなさまへの入
門企画として、「はじめての障害者雇用Ⅱ～障害のある人が働きやすい職
場づくり～」を連載します。
　第１回は、あおば社会保険労務士・精神保健福祉士事務所代表の貝沼春
樹さんに、障害者雇用における職場環境整備などについてご執筆いただき
ました。

あおば社会保険労務士・精神保健福祉
士事務所 代表
特定社会保険労務士、精神保健福祉士、
訪問型職場適応援助者

貝
かい

沼
ぬま

春
はる

樹
き

クローズクローズ
アップアップ

　

第
１
回
は
、
「
は
じ
め
て
の
障
害
者
雇
用

Ⅱ
〜
障
害
の
あ
る
人
が
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
〜
」
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
労
務
士
と

し
て
の
雇
用
側
の
視
点
と
、
精
神
保
健
福
祉

士
・
訪
問
型
職
場
適
応
援
助
者
と
し
て
の
支

援
者
側
の
視
点
を
合
わ
せ
、
職
場
環
境
整
備

や
安
全
対
策
、
そ
れ
ら
の
進
め
方
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
ト
ッ
プ
の
意
思
表
示
と

　
会
社
全
体
の
体
制
整
備

　

障
害
者
雇
用
を
進
め
る
う
え
で
は
、
会
社

が
本
気
に
な
り
ト
ッ
プ
が
率
先
し
て
発
信

し
、
そ
の
趣
旨
を
全
社
に
周
知
・
理
解
さ

せ
、
必
要
な
体
制
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
例
え
ば
人
事

部
門
な
ど
の
推
進
し
よ
う
と
す
る
側
の
思
い

と
、
現
場
で
実
際
に
受
け
入
れ
る
側
の
気
持

ち
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
、
大
き
な
支
障
と

な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
避
け
る
た
め
に
は
、
会
社
ト
ッ
プ
か

ら
の
強
い
意
思
表
示
と
発
信
の
継
続
が
必
要

で
あ
り
、
推
進
す
る
側
は
、
そ
の
趣
旨
と
会

社
全
体
の
推
進
体
制
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

受
け
入
れ
る
現
場
に
し
っ
か
り
理
解
し
て
も

ら
う
よ
う
努
め
る
こ
と
が
た
い
へ
ん
重
要
で

す
。

②
職
場
と
障
害
者
本
人
の

　
現
場
で
の
環
境
整
備

　

障
害
の
あ
る
人
を
受
け
入
れ
る
の
は
現
場

で
す
。
そ
の
現
場
に
お
い
て
円
滑
に
受
け
入

れ
、
定
着
に
導
く
た
め
に
は
、
会
社
と
し
て

そ
の
障
害
の
あ
る
人
の
障
害
特
性
・
得
意
不

得
意
・
業
務
遂
行
能
力
・
症
状
な
ど
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
基
づ
き
、
障
害
の
あ
る
本
人
に

合
っ
た
仕
事
内
容
の
選
定
と
配
置
を
行
う
こ

と
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
し
っ

か
り
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
な
け
れ
ば
、
定

着
に
導
く
こ
と
は
む
ず
か
し
い
で
し
ょ
う
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
基
に
し
つ
つ
、
本
人
の
意

見
を
含
め
必
要
な
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
配
慮
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ

と
、
代
替
案
な
ど
に
つ
い
て
双
方
が
合
意
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
姿
勢
が
大
切
で
す
。
実

際
に
行
う
合
理
的
配
慮
の
内
容
お
よ
び
そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
受
け
入
れ
る
職
場
が
十

分
理
解
す
る
こ
と
で
、
障
害
の
あ
る
人
が
定

着
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
加
え
て
定
期
的
な

面
談
な
ど
に
よ
り
、
労
働
条
件
を
含
め
た
合

理
的
配
慮
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
も
重
要
で

す
。

①
安
全
（
健
康
）
配
慮
義
務
に
留
意

　

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
従
業
員
の
障
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
主
は
、
労
働
契

約
法
第
五
条
の
安
全
（
健
康
）
配
慮
義
務
を

負
い
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
は
、
障
害
に
よ
っ
て
、
体

調
が
変
化
し
や
す
い
、
注
意
力
・
理
解
力
・

記
憶
力
な
ど
の
認
知
機
能
や
物
理
的
な
身
体

機
能
の
障
害
に
よ
っ
て
対
処
す
る
力
が
低
下

し
て
い
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
む
ず

か
し
い
、
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
労
働
安
全
衛
生
法
な
ど
の
安
全
衛
生

に
関
す
る
諸
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
は
当
然

で
す
が
、
安
全
確
保
・
事
故
防
止
の
た
め
に

要
請
さ
れ
る
安
全
衛
生
の
レ
ベ
ル
は
、
個
々

の
障
害
特
性
や
症
状
を
ふ
ま
え
て
高
く
、
き

め
細
か
い
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

～障害のある人が働きやすい職場づくり～～障害のある人が働きやすい職場づくり～

障
害
者
雇
用
に
お
け
る

職
場
環
境
整
備

安
全
対
策

1.

2.
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※ https://www.jeed.go.jp/location/chiiki/index.html

　

現
状
で
は
、
危
険
作
業
や
夜
間
業
務
に
配

置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
配
置
場
所
・
業
務
内
容
と
求
め
ら

れ
る
業
務
レ
ベ
ル
・
就
業
時
間
な
ど
の
選
定

の
際
に
は
、
そ
の
業
務
に
よ
り
曝さ
ら

さ
れ
る
リ

ス
ク
を
把
握
・
評
価
し
て
、
い
っ
そ
う
の
注

意
と
配
慮
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

②
そ
の
他

　

合
理
的
配
慮
の
一
環
と
し
て
の
、
ト
イ

レ
、
駐
車
場
、
階
段
・
段
差
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
、
業
務
の
見
直
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
な

ど
、
障
害
の
あ
る
人
が
職
場
で
活
動
を
可
能

と
す
る
環
境
整
備
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
視
覚
化
に
よ
る
構
造

化
な
ど
）
は
、
健
常
者
に
と
っ
て
も
よ
い
結

果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
安
全
性
が
高
ま
る
こ

と
に
加
え
て
仕
事
が
し
や
す
く
な
り
生
産
性

が
上
が
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

①
専
門
家
の
支
援
を
受
け
る

　

は
じ
め
て
障
害
者
を
雇
用
す
る
場
合
は
、

最
初
か
ら
支
援
機
関
な
ど
の
専
門
家
の
支
援

を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
適
切
な
障
害
者
の
雇
用
管
理
や
そ
の

対
応
な
ど
に
取
り
組
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

障
害
者
雇
用
を
進
め
る
場
合
、
会
社
方
針
の

立
て
方
、
経
営
決
定
、
推
進
体
制
、
社
内
周

知
、
社
員
各
層
へ
の
教
育
研
修
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
通
し
て
社
内
理
解
を
深
め
、
障
害
の
あ
る

人
の
配
置
と
業
務
内
容
の
選
定
、
職
場
の
受

け
入
れ
体
制
の
整
備
、
本
人
お
よ
び
上
司
や

職
場
の
同
僚
へ
の
支
援
な
ど
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
社
内
単
独
で
進
め

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

配
置
後
も
、
障
害
の
あ
る
人
の
体
調
変
動

や
周
囲
の
職
場
環
境
の
変
化
、
合
理
的
配
慮
へ

の
対
応
、
職
場
で
の
人
間
関
係
の
問
題
な
ど
、

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
出
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
も
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
適
切
・
迅

速
な
解
決
に
導
き
や
す
く
、
担
当
者
の
負
担

も
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
い
う
専
門
家
と
は
、
独
立
行
政
法

人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
の

地
域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
（
※
）
の
ほ
か
、

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
就
労

移
行
支
援
事
業
所
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
専
門

援
助
部
門
の
職
員
や
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
な
ど
で

す
が
、
障
害
者
雇
用
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

会
社
も
あ
り
ま
す
。

②
本
人
と
職
場
環
境
の

　
両
面
か
ら
考
え
る

　

適
切
な
障
害
者
雇
用
を
進
め
る
た
め
に

は
、
障
害
の
あ
る
本
人
の
問
題
だ
け
に
目
を

向
け
て
い
て
は
改
善
が
進
ま
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
本
人
は
職
場
の
各
種
の
環
境
か
ら

影
響
を
受
け
、
職
場
は
障
害
者
か
ら
影
響
を

受
け
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ね
に
本
人
と
そ
れ

を
取
り
巻
く
環
境
の
両
面
か
ら
見
て
、
そ
の

両
面
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。

　

障
害
者
雇
用
は
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で

す
。
各
種
の
資
料
な
ど
で
成
功
事
例
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
成
功
事
例
に
至
る
ま
で

に
は
、
そ
の
会
社
・
職
場
で
の
種
々
の
試
行

錯
誤
と
ご
苦
労
が
裏
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
な
が
ら
も
続
け

て
い
く
と
、
障
害
の
あ
る
人
は
予
想
以
上
の

能
力
を
発
揮
し
、
会
社
と
職
場
に
大
い
に
貢

献
し
て
く
れ
ま
す
。

　

時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
専
門
家
の
支
援

を
受
け
連
携
し
な
が
ら
、
着
実
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

出典：「はじめての障害者雇用～事業主のためのQ&A～」独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　https://www.jeed.go.jp/disability/data/handbook/q2k4vk000003kesx.html

社
内
に
お
け
る

　
環
境
整
備
の
進
め
方

・ 障害者は社員と同じように仕事が
できるの？結局私たちが助けない
といけなくなるのでは？

・ 企業は競争社会。厳しい環境で働
くのはかわいそう。福祉が生活を
支える方が障害者にとってもよい
のでは？

・ なぜ障害者を雇用しなければなら
ないんだろう。

・ 受入部署任せにせず、経営者、採用担当もサポートします。
支援機関も相談にのってくれます。
・ 最近では多くの企業が障害者を雇用し、十分戦力になって
います。
・ 福祉が支える時代から、障害者も職業的に自立する時代に
なっています。働く意欲を持った障害者も増えています。
・ 障害者雇用は法律で企業に義務付けられています。女性登
用、高齢者雇用と同様に障害者雇用は企業の評価指標の一
つです。

● 障害者雇用を進める理由が理解で
きた。

● 今まで持っていた障害者のイメー
ジとは少し違うようだ。

● 周囲から協力が得られれば安心。

● 障害者雇用は企業が取り組まなけ
ればならないことだ。

障害者を受け入れてみよう！

企業のトップが
前向きな

メッセージを伝える

社 員

＜社内の不安＞ ＜社内の変化＞＜経営者の姿勢＞

社 員

⬅ ⬅

3.

最
後
に

4.

11



働く広場  2022.4

J E E D   インフォメーション
～高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ～

障害者を雇用するには、作業施設や設備の改善、職場環境の整備、特別の雇用管理などが必要とされるこ
とも多く、経済的負担がともなうこともあるため、雇用義務を履行している事業主と履行していない事業主と
ではその経済的負担にアンバランスが生じることになります。
「障害者雇用納付金制度」とは、身体障害者、知的障害者および精神障害者（以下、「対象障害者」）を雇用
することは事業主が共同して果たしていくべき責任であるという社会連帯責任の理念に立って、事業主間の障
害者雇用にともなう経済的負担の調整を図るとともに、障害者を雇用する事業主に対して助成、援助を行うこ
とにより障害者の雇用の促進と職業の安定を図るため、「障害者の雇用の促進等に関する法律」に基づき設け
られた制度です。

令和４年度	障害者雇用納付金制度に基づく申告申請が
令和４年4月1日から始まります

①障害者雇用納付金の申告・納付、障害者雇用調整金および在宅就業障害者特例調整金の申請期限は
　令和４年５月16日です。
②報奨金および在宅就業障害者特例報奨金の申請期限は、令和４年８月１日です。
③特例給付金の申請期限は、上記①の対象事業主の場合、令和４年５月16日です。
　上記②の対象事業主および特例給付金のみを申請する事業主の場合、令和４年８月 1日です。
　 ※障害者雇用調整金、報奨金や特例給付金などは、申請期限を過ぎた申請に対しては支給ができません。十分にお気をつけください

障害者雇用納付金制度の概要

障害者雇用納付金の徴収
独立行政法人
高齢・障害・
求職者

雇用支援機構

法定雇用障害者数を
下回っている事業主

法定雇用障害者数を
超えている事業主

法定雇用障害者数

雇用している
身体、知的、精神障害者の数

納付金

調整金

常時雇用している労働者数が100人を超える事業主

（注）  以下の当機構ホームページにおいて、障害者雇用納付金制度に基づく申告申請のご案内（動画）を掲載中ですので、ご活用ください
　　  https://www.jeed.go.jp/disability/levy_grant_system_about_procedure.html 

障害者雇用調整金の支給
超過１人当たり月額２万 7000円

報奨金の支給
超過１人当たり月額２万 1000円

在宅就業障害者特例調整金の支給

在宅就業障害者特例報奨金の支給

各種助成金の支給

特例給付金の支給

●常時雇用している労働者数が100人を超えており、
※常用障害者数が法定雇用障害者数を超えている
事業主に対し、申請に基づき支給

●常時雇用している労働者数が100人以下で、支給
要件として定められている数を超えて障害者を雇
用している事業主に対し、申請に基づき支給

●在宅就業障害者に仕事を発注した納付金申告事業
主に対し、支払った業務の対価に応じた額を、申
請に基づき支給

●在宅就業障害者に仕事を発注した報奨金申請対象
事業主に対し、支払った業務の対価に応じた額を、
申請に基づき支給

●障害者を雇い入れたり、雇用を継続するために職
場環境の整備などを行う事業主に対し、申請に基
づき費用の一部を助成

●週 20 時間未満の障害者を雇用する事業主に対し、
支給上限人数までの額を、申請に基づき支給

　（詳しくは当機構ホームページをご覧ください）

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構  納付金部

不足する障害者１人当たり
月額５万円
★常時雇用している労働者数が
 100人を超える事業主は、
●毎年度、納付金の申告が必要
●法定雇用率を達成している場合
　も申告が必要
●法定雇用障害者数を下回ってい
　る場合は、申告とともに納付金
　の納付が必要

※常用障害者…常時雇用している労働者である障害者

★本誌では通常西暦で表記していますが、この記事では元号で表記しています 12
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Ｑ　
す
べ
て
の
事
業
主
が
障
害
者
雇
用
納
付
金
の

申
告・納
付
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

Ａ

障
害
者
雇
用
納
付
金
の
申
告
が
必
要
と
な
る
の
は
、

常
時
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
数
が
1
０
０
人
を
超
え
る
事

業
主
と
な
り
ま
す
。

常
時
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
数
が
1
０
０
人
を
超
え
る

事
業
主
は
、
年
度
ご
と
に
翌
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
５
月

15
日
（
令
和
４
年
度
は
５
月
16
日
）
ま
で
の
間
に
当
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
告
に
よ
り
障
害
者
雇
用
納
付
金

申
告
書
を
提
出
す
る
か
、
本
社
の
所
在
す
る
都
道
府
県
に
あ

る
当
機
構
申
告
申
請
窓
口
（
注
１
）
に
送
付
ま
た
は
持
参
で
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
申
告
書
は
、
年
度
ご
と
に
、
そ
の
雇
用
す

る
対
象
障
害
者
の
人
数
が
、
基
準
と
な
る
障
害
者
雇
用
率

（
令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら
は
２
・
３
％
）
を
達
成
し
て
い

る
事
業
主
も
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
障
害
者
雇
用
納
付
金
の
納
付
が
必
要
と
な
る

の
は
、
基
準
と
な
る
障
害
者
雇
用
率
を
下
回
っ
て
い
る
事
業
主

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
場
合
の
障
害
者
雇
用
納
付
金
の
額
は
、
そ

の「
基
準
と
な
る
障
害
者
雇
用
率
に
不
足
す
る
人
数
」に「
月

額
５
万
円
」
を
乗
じ
た
額
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　
障
害
者
雇
用
納
付
金
の
納
付
期
限
は
い
つ
で
す
か
？

Ａ

障
害
者
雇
用
納
付
金
の
納
付
期
限
は
、
申
告
書
の
提

出
期
限
と
同
様
に
５
月
15
日
（
令
和
４
年
度
は
５
月
16
日
）

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
付
す
べ
き
障
害
者
雇
用
納
付
金
の
額
が
１
０
０

万
円
以
上
と
な
る
場
合
は
、
３
期
に
分
け
て
延
納
す
る
こ
と

が
で
き
、
各
期
の
納
付
期
限
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
で
す
。

延
納
第
１
期
分
の
納
付
期
限
:
５
月
16
日

延
納
第
２
期
分
の
納
付
期
限
:
８
月
１
日

延
納
第
３
期
分
の
納
付
期
限
:
11
月
30
日

ま
た
、
障
害
者
雇
用
納
付
金
の
納
付
に
つ
い
て
は
「
ペ

イ
ジ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
誌
裏
表
紙
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ　
障
害
者
雇
用
調
整
金
お
よ
び
在
宅
就
業
障
害
者

特
例
調
整
金
は
ど
の
よ
う
な
支
給
金
で
す
か
？

Ａ
【
障
害
者
雇
用
調
整
金
の
支
給
】

障
害
者
雇
用
納
付
金
の
申
告
が
必
要
と
な
る
事
業
主
の

う
ち
、
年
度
ご
と
に
、
そ
の
雇
用
す
る
対
象
障
害
者
の
人

数
が
基
準
と
な
る
障
害
者
雇
用
率
を
上
回
っ
て
い
る
事
業

主
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈支
給
額
〉「
基
準
と
な
る
障
害
者
雇
用
率
を
上
回
っ
て
対

象
障
害
者
を
雇
用
し
て
い
る
人
数
」
に
「
月
額
２
万
７
０

０
０
円
」
を
乗
じ
た
額
と
な
り
ま
す
。

〈申
請
期
間
〉年
度
ご
と
に
翌
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
５
月

15
日
（
令
和
４
年
度
は
５
月
16
日
）
ま
で
で
す
。

〈支
給
時
期
〉支
給
決
定
さ
れ
た
年
度
の
10
月
か
ら
12
月
末

ま
で
に
指
定
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

【
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
調
整
金
の
支
給
】

障
害
者
雇
用
納
付
金
申
告
ま
た
は
障
害
者
雇
用
調
整
金
支

給
申
請
事
業
主
の
う
ち
、
年
度
ご
と
に
、
在
宅
就
業
障
害
者

か
在
宅
就
業
支
援
団
体
（
注
２
）
に
仕
事
を
発
注
し
た
事
業
主

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
基
準
と
な
る
障
害
者
雇
用
率
が
未
達
成
の
場
合

は
、
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
調
整
金
の
額
に
応
じ
て
障
害

者
雇
用
納
付
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

〈支
給
額
〉「
事
業
主
が
当
該
年
度
に
支
払
っ
た
在
宅
就
業

障
害
者
へ
の
支
払
い
総
額
を
評
価
額
35
万
円
で
除
し
て
得

た
数
」
に
「
調
整
額
２
万
１
０
０
０
円
」
を
乗
じ
た
額
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
各
月
に
お
い
て
雇
用
し
て
い
る
障
害

者
数
の
年
度
間
合
計
数
に
単
位
調
整
額
２
万
１
０
０
０
円

を
乗
じ
た
額
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

〈申
請
期
間
〉年
度
ご
と
に
翌
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
５
月

15
日
（
令
和
４
年
度
は
５
月
16
日
）
ま
で
で
す
。

（注１）当機構各都道府県支部高齢・障害者業務課（東京・大阪は、高齢・障害者窓口サービス課）が申告申請窓口となります
（注２）在宅就業障害者に対する支援を行う団体として厚生労働大臣に申請し、登録を受けた団体

〈支
給
時
期
〉支
給
決
定
さ
れ
た
年
度
の
10
月
か
ら
12
月
末

ま
で
に
指
定
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

Ｑ　
報
奨
金
お
よ
び
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
報
奨
金
は

ど
の
よ
う
な
支
給
金
で
す
か
？

Ａ
【
報
奨
金
の
支
給
】

常
時
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
数
が
1
０
０
人
以
下
の
事

業
主
の
う
ち
、
一
定
数
（
各
月
の
常
時
雇
用
し
て
い
る
労

働
者
数
の
４
％
相
当
数
の
年
度
間
合
計
数
ま
た
は
72
人
の

い
ず
れ
か
多
い
数
）
を
上
回
っ
て
対
象
障
害
者
を
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈支
給
額
〉「
一
定
数
を
上
回
っ
て
対
象
障
害
者
を
雇
用
し
て

い
る
人
数
」
に
「
月
額
２
万
１
０
０
０
円
」
を
乗
じ
た
額
と

な
り
ま
す
。

〈申
請
期
間
〉年
度
ご
と
に
翌
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
７
月

31
日
（
令
和
４
年
度
は
８
月
１
日
）
ま
で
で
す
。

〈支
給
時
期
〉支
給
決
定
さ
れ
た
年
度
の
10
月
か
ら
12
月
末

ま
で
に
指
定
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

【
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
報
奨
金
の
支
給
】

報
奨
金
申
請
対
象
事
業
主
の
う
ち
、
年
度
ご
と
に
、
在

宅
就
業
障
害
者
か
在
宅
就
業
支
援
団
体
に
仕
事
を
発
注
し

た
事
業
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈支
給
額
〉「
事
業
主
が
当
該
年
度
に
支
払
っ
た
在
宅
就
業

障
害
者
へ
の
支
払
い
総
額
を
評
価
額
35
万
円
で
除
し
て
得

た
数
」
に
「
報
奨
額
１
万
７
０
０
０
円
」
を
乗
じ
た
額
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
各
月
に
お
い
て
雇
用
し
て
い
る
障
害

者
数
の
年
度
間
合
計
数
に
単
位
報
奨
額
１
万
７
０
０
０
円

を
乗
じ
た
額
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

〈申
請
期
間
〉
年
度
ご
と
に
翌
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
７
月

31
日
（
令
和
４
年
度
は
８
月
１
日
）
ま
で
で
す
。

〈支
給
時
期
〉
支
給
決
定
さ
れ
た
年
度
の
10
月
か
ら
12
月
末

ま
で
に
指
定
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

13
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Ｑ　
特
例
給
付
金
は
ど
の
よ
う
な
支
給
金
で
す
か
？

Ａ
【
特
例
給
付
金
の
支
給
】

次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
事
業
主
が
、
支
給
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

①�

週
所
定
労
働
時
間
が
10
時
間
以
上
20
時
間
未
満
の
労
働

者
で
あ
る
障
害
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

②�

週
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
の
労
働
者
で
あ
る
障

害
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

③
以
下
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
事
業
主

・
納
付
金
の
未
申
告
ま
た
は
未
納
付
が
あ
る
事
業
主

・�

申
請
書
に
記
載
の
あ
っ
た
障
害
者
に
対
す
る
適
切
な
雇

用
管
理
の
措
置
を
欠
い
た
こ
と
に
よ
る
労
働
関
係
法
令

の
違
反
に
よ
り
送
検
処
分
を
さ
れ
た
事
業
主

支
給
額
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
特
例
給
付
金
の
ご
案
内
」（
注
３
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ　
調
整
金
・
報
奨
金
・
特
例
給
付
金
申
請
時
に
は
添
付
書
類
が

	

必
要
と
聞
き
ま
し
た
が
、ど
の
よ
う
な
書
類
が
必
要
で
す
か
？

Ａ　
雇
用
す
る
労
働
者
数
が
３
０
０
人
以
下
で
調
整
金
、

報
奨
金
や
特
例
給
付
金
を
申
請
す
る
事
業
主
は
、
雇
用
す

る
障
害
者
の
障
害
の
種
類
・
程
度
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

と
、
そ
の
労
働
者
の
労
働
時
間
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

書
類
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
障
害
の
種
類
・
程
度
を
明
ら
か
に
す
る

書
類
は
障
害
者
手
帳
な
ど
の
写
し
、
労
働
時
間
の
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
書
類
は
源
泉
徴
収
票
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

印
字
の
な
い
も
の
）
な
ど
の
写
し
で
す
。

　

な
お
、
障
害
の
種
類
・
程
度
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
と

し
て
、
平
成
26
年
度
以
降
の
申
請
時
に
提
出
さ
れ
た
常
用

障
害
者
に
つ
い
て
、
障
害
の
種
類
・
程
度
の
変
更
が
な
く
、

申
請
対
象
期
間
内
に
障
害
者
手
帳
な
ど
の
有
効
期
限
が
き

て
い
な
い
場
合
は
、
改
め
て
の
提
出
は
不
要
で
す
。

１
．�

法
人
番
号
の
記
入
ま
た
は
所
得
税
確
定
申

告
書
の
写
し
等
の
提
出

　

法
人
で
あ
る
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
申
告
申
請
書
に

法
人
番
号
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
申
告
申
請
を
行
う
個
人
事
業
主

（
法
人
番
号
を
持
た
な
い
個
人
事
業
主
以
外
の
事
業
主

を
含
む
）
に
あ
っ
て
は
、
所
得
税
確
定
申
告
書
（
白
色

申
告
書
ま
た
は
青
色
申
告
書
）
の
写
し
ま
た
は
開
業
届

の
写
し
の
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
法
人
番
号
に
つ

い
て
は
、
国
税
庁
法
人
番
号
公
表
サ
イ
ト
（https://

w
w
w
.houjin-bangou.nta.go.jp/

）
に
て
確
認
で
き

ま
す
。

２
．�

納
付
金
制
度
に
お
け
る
算
定
特
例
の
適
用

時
期
に
つ
い
て

　

納
付
金
の
申
告
期
間
内
に
算
定
特
例
を
申
請
し
て
認

定
さ
れ
た
場
合
の
、
特
例
申
請
し
た
前
年
の
4
月
1
日

に
遡
っ
て
算
定
特
例
を
適
用
す
る
取
扱
い
は
令
和
4
年

度
申
告
申
請
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
以

降
の
申
告
申
請
に
か
か
る
算
定
特
例
は
、
申
請
し
た
年

度
の
4
月
1
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

３
．
納
付
金
等
の
重
複
申
告
申
請
に
つ
い
て

　

納
付
金
等
の
申
告
申
請
は
、
原
則
と
し
て
法
人
単
位

で
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
一
つ
の
法
人
が
重
複
し
て

申
告
申
請
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
は
修

正
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
4
年
度
申
告
申
請
の
主
な
留
意
点

（注３）https://www.jeed.go.jp/disability/tokureikyuufu.html
（注４）https://www.jeed.go.jp/disability/koyounohu/index.html

Ｑ　
申
告
申
請
関
係
の
書
類
作
成
や
手
続
き
は

	

パ
ソ
コ
ン
で
で
き
ま
す
か
？

Ａ　
障
害
者
雇
用
納
付
金
の
申
告
、
障
害
者
雇
用
調
整
金
、

報
奨
金
、
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
調
整
金
、
在
宅
就
業
障

害
者
特
例
報
奨
金
お
よ
び
特
例
給
付
金
の
申
請
に
か
か
る

申
告
申
請
書
と
各
種
届
は
、当
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
障

害
者
の
雇
用
支
援（
障
害
者
雇
用
納
付
金
）」（
注
４
）
の
コ
ー

ナ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
パ

ソ
コ
ン
で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

「
申
告
申
請
書
作
成
支
援
シ
ー
ト
（
マ
ク
ロ
機
能
つ
き
）」

を
活
用
し
て
い
た
だ
く
と
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
月
別

の
常
用
雇
用
労
働
者
数
や
障
害
者
の
雇
用
状
況
な
ど
を
入

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
付
金
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ

る
ほ
か
、
エ
ラ
ー
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

比
較
的
簡
易
に
申
告
申
請
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

●�

「
申
告
申
請
書
作
成
支
援
シ
ー
ト
（
マ
ク
ロ
機
能
つ
き
）」

に
よ
り
作
成
し
た
申
告
申
請
デ
ー
タ
を
、
当
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
送
信
し
、
申
告
申
請
の
手
続
き
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
電
子
申
告
申
請
）。

な
お
、
電
子
申
告
申
請
の
場
合
も
、
常
時
雇
用
す
る
労
働

者
数
が
３
０
０
人
以
下
の
調
整
金
・
報
奨
金
等
申
請
事
業
主

は
、添
付
書
類
（
障
害
者
手
帳
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
写
し
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
添
付
書
類
は
電
子
送
信
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
当
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

所
定
の
添
付
書
類
送
付
状
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事

項
を
記
載
、
添
付
書
類
を
添
付
し
た
う
え
で
、
各
都
道
府
県

に
あ
る
当
機
構
申
告
申
請
窓
口
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
電
子
申
告
申
請
」
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
電
子

申
告
申
請
用
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
ご

注
意
い
た
だ
く
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
各
都
道

府
県
支
部
高
齢
・
障
害
者
業
務
課
（
東
京
・
大
阪
は
高
齢
・

障
害
者
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
）
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。
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「
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
株
式
会
社
」
は
、
医
療

機
器
メ
ー
カ
ー
「
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
」
の
特
例

子
会
社
だ
。
多
様
な
人
材
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備

し
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
ざ
す
取
組
み
と
し
て
、

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
に
設
立
さ
れ
、
２
０
１
８
年
１

月
に
特
例
子
会
社
の
認
定
を
受
け
た
。

シ
ス
メ
ッ
ク
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
は
、
血
球
計
数
検
査

な
ど
に
使
用
さ
れ
る
検
査
機
器
や
周
辺
装
置
、
臨
床
検

査
用
試
薬
の
生
産
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
業
務
を
、
親
会
社

か
ら
請
け
負
っ
て
い
る
。
現
在
、
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
株
式
会

社
加
古
川
工
場
で
は
、
知
的
障
害
や
精
神
障
害
な
ど
の
あ

る
社
員
19
人
が
働
い
て
お
り
、
検
査
機
器
で
使
用
さ
れ
る

チ
ュ
ー
ブ
の
切
断
作
業
や
保
守
パ
ー
ツ
の
袋
詰
め
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
は
、

作
業
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
の
治
具
を
自
社
で
開
発
し
、
品
質

の
向
上
に
役
立
て
て
い
る
と
い
う
。

発
達
障
害
の
あ
る
沖お

き

井い

良よ
し

昭あ
き

さ
ん
（
30
歳
）
は
、
入
社

３
年
目
。
こ
の
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
用
の
検
体
採
取
キ
ッ
ト
の
袋
詰
め
を
行
っ
て
い

た
。「
や
り
が
い
が
あ
る
仕
事
で
う
れ
し
い
で
す
。
今
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
指
導
員
に
質
問
で
き
る
の
で

安
心
で
す
」
と
話
す
。
沖
井
さ
ん
と
同
期
入
社
で
、
精
神

障
害
の
あ
る
沖お

き

英ひ
で

計か
ず

さ
ん
（
50
歳
）
は
、「
作
業
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
あ
り
、
次
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
が
明
確
に
わ
か

る
の
で
、
働
き
や
す
い
で
す
。
送
迎
バ
ス
も
あ
り
、
通
院

休
暇
も
取
り
や
す
く
、
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

シ
ス
メ
ッ
ク
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
は
、
２
０
１
７
年
の
設

立
以
来
、
面
談
を
重
視
し
、
長
く
働
け
る
環
境
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
退
職
者
は
ま
だ
一
人
も
い
な
い
と
い

う
。今
後
も
、障
害
の
あ
る
社
員
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

づ
く
り
や
関
係
会
社
か
ら
の
仕
事
の
切
り
出
し
な
ど
を
通

し
て
、さ
ら
な
る
障
害
者
雇
用
の
拡
大
を
目
ざ
し
て
い
る
。

内周に沿ってチューブを巻くことでチューブが伸びず、正確に長さを測れる

チューブの長さを測る検尺では、素材や長さに合わせて治具を使い分ける

シスメックスハーモニーは、
検査機器ユニットに必要な部品の生産を行っている

ここでは、病院などで使用される検査機器が
生産されている

シスメックス株式会社加古川工場

柔らかく伸びやすいシリコンチューブの検尺には、円筒状の治具を使用する

工場内、シスメックスハーモニーの作業エリア
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袋へのラベル貼りでは、貼付位置を記載したシートを利用する 保守パーツの袋詰めでは、員数管理トレイを活用しミスを防ぐ

内容物と袋の員数を揃えることで、
入れ忘れのミスに気づける

沖井さんが担当する PCR 検査用の検体採取キットの袋詰め作業

巻き取り式の治具を使用したウレタンチューブの検尺を行う沖井さん

沖井良昭さん
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沖さんは、「品質の向上を目標として仕事に取り組んでいます」と語る

自動切断機を使用したチューブの切断作業を行う沖さん 注文書に従って、自動切断機にチューブの長さや個数を入力する

この日、沖さんはウレタンチューブの切断作業を担当していた。
まず、注文書を確認する

沖 英計さん
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り
ご
と
が
起
こ
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
う
つ
病
や
適
応
障
害
で
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
受
診
し
た
ら
、
根
幹
に
発
達
障
害
が
見
つ
か
っ
た

…
…
と
い
う
ケ
ー
ス
が
と
て
も
多
い
の
が
現
状
の
よ
う

で
す
。
い
ま
の
日
本
は
、
発
達
障
害
の
あ
る
人
が
適
応

し
や
す
い
環
境
に
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
二
次
障
害
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
人

は
、
こ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
場
で
も
工
夫
が
必
要
で

す
。
ま
ず
は
職
場
の
人
が
発
達
障
害
と
そ
の
人
の
二
次

障
害
に
つ
い
て
よ
く
知
る
こ
と
で
す
。
二
次
障
害
の
原

因
の
多
く
は
ス
ト
レ
ス
。
そ
の
た
め
、
二
次
障
害
の
あ

る
人
に
無
理
な
残
業
や
合
わ
な
い
作
業
を
依
頼
す
る

の
は
や
め
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
二
次
障

害
を
隠
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
人

は
ど
こ
か
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て
い
ま
す
。「
最
近
こ

の
人
ミ
ス
が
多
い
な
」、「
体
調
が
悪
そ
う
だ
な
」。
そ

う
思
っ
た
と
き
は
さ
り
気
な
く
「
仕
事
の
分
量
大
丈

夫
？
」
と
た
ず
ね
て
み
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
相
談

に
乗
り
、
仕
事
内
容
や
分
量
を
調
整
す
る
こ
と
を
オ

ス
ス
メ
し
ま
す
。
二
次
障
害
の
悪
化
は
、
仕
事
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
落
ち
る
の
で
会
社
に
と
っ
て
も
不
利

で
す
。
う
ま
く
働
け
る
よ
う
、
発
達
障
害
だ
け
で
な
く

二
次
障
害
に
つ
い
て
も
認
知
が
広
が
っ
て
く
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
人
は
、
そ
の
生
き
づ
ら
さ
の
ス
ト

レ
ス
か
ら
何
ら
か
の
二
次
障
害
を
併
存
し
て
い
る
場
合

が
多
い
よ
う
で
す
。
現
に
私
も
、
双
極
性
障
害
と
摂
食

障
害
を
併
存
し
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
私
が
取
材
し
て

き
た
当
事
者
の
約
９
割
が
適
応
障
害
や
う
つ
病
、
睡

眠
障
害
な
ど
何
ら
か
の
二
次
障
害
を
起
こ
し
て
い
ま
し

た
。
じ
つ
は
こ
の
二
次
障
害
、
発
達
障
害
の
特
性
そ
の

も
の
よ
り
も
厄
介
な
ん
で
す
。

　

私
の
よ
う
に
双
極
性
障
害
が
あ
っ
た
ら
、
う
つ
の
時

期
は
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が

れ
ま
せ
ん
。
私
の
場
合
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
の
で
、
ち
ょ
っ

と
回
復
し
た
と
き
に
さ
さ
っ
と
仕
事
に
と
り
か
か
れ
ま

す
が
、
会
社
に
勤
め
て
い
る
人
は
休
職
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
そ
し
て
私
が
も
う
一
つ
抱
え
て
い
る
摂
食
障
害
。

拒
食
症
と
過
食
症
を
く
り
返
す
こ
と
が
多
い
障
害
で
、

拒
食
症
だ
っ
た
時
期
は
い
ま
よ
り
も
体
重
が
10
㎏
も
軽

く
、
そ
の
分
体
力
も
落
ち
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
し
ば
ら

く
経
っ
て
か
ら
過
食
嘔
吐
が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
私
の
な
か
に
「
痩
せ
て
綺
麗
で
い
な
い
と
い
け

な
い
」
と
い
う
認
知
の
歪
み
が
あ
る
こ
と
が
原
因
で

す
。
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
な
か
に
は
、
も
の
ご
と
を

「
ゼ
ロ
か
１
０
０
か
」
で
考
え
て
し
ま
う
「
ゼ
ロ
ヒ
ャ
ク

思
考
」
の
人
が
多
く
、
私
も
ゼ
ロ
ヒ
ャ
ク
思
考
で
す
。

こ
の
ゼ
ロ
ヒ
ャ
ク
思
考
は
摂
食
障
害
を
引
き
起
こ
し
や

す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
は
ち
ょ
う
ど
過
食
の

時
期
で
人
生
で
一
番
太
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
度

こ
そ
健
康
的
に
痩
せ
よ
う
と
炭
水
化
物
を
控
え
た

り
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
し
た
り
、
時
間
の
あ
る
日

は
軽
く
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
友
人
で
発
達
障
害
の
あ
る
女
性
は
、
仕
事

が
合
わ
ず
に
二
次
障
害
の
う
つ
病
を
発
症
し
、
半

年
ほ
ど
休
職
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
女
性

も
私
と
同
じ
よ
う
に
摂
食
障
害
を
併
存
し
て
お
り
、

毎
日
縄
跳
び
を
し
て
過
激
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指
数
）

で
見
る
と
、
そ
の
女
性
は
「
痩
せ
」
の
ゾ
ー
ン
に
入

る
人
で
し
た
。
拒
食
症
の
人
の
多
く
は
痩
せ
て
い

る
の
に
自
分
が
太
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま

う
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
発
達
障
害
は
特
性
そ
の
も
の
よ

り
も
二
次
障
害
の
ほ
う
が
生
活
す
る
う
え
で
深
刻

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
発
達
障
害
の
特
性
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
ら
、

ま
ず
は
二
次
障
害
を
引
き
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
二
次
障
害
を
引
き
起
こ
さ

な
い
た
め
に
は
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
の
生
活
と
、
自

己
肯
定
感
を
高
め
て
自
分
ら
し
く
生
き
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
環
境
が
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
例
え
ば
、
発
達
障
害
の
特
性
が
垣
間
見

え
る
人
で
も
、
環
境
に
適
応
で
き
て
い
る
た
め
困

発達障害当事者の働きづらさのリアル
第 4 回

～発達障害自体よりも厄介？ 二次障害とのつき合い方～

姫野 桂

姫野 桂（ひめの けい）
フリーライター。1987（昭和62）年生まれ。宮崎県宮崎市出身。日本女子大学文学部日本文学科卒。
25歳のときにライターに転身。現在は週刊誌やウェブ媒体などで執筆中。専門は性、社会問題、
生きづらさ、など。おもな著書に『私たちは生きづらさを抱えている　発達障害じゃない人に伝
えたい当事者の本音』（イースト・プレス）、『発達障害グレーゾーン』（扶桑社新書）などがある。
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宮城県立支援学校小
こ
牛
ご
田
た
高等学園

〒987-0005　宮城県遠
とお
田
だ
郡
ぐん
美
み
里
さと
町
まち
北
きた
浦
うら
字
あざ
船
ふな
入
いり
１

TEL・FAX 0229-32-2112

宮城県立支援学校岩
いわ
沼
ぬま
高等学園

〒989-2455　宮城県岩
いわ
沼
ぬま
市
し
北
きた
長
は
谷
せ
字
あざ
豊
とよ
田
た
1-1

TEL 0223-25-5332　FAX 0223-25-5333

取材先データ

宮城県の特別支援学校の取組みから考える
障がいのある子どもたちの自立
宮城県立支援学校小牛田高等学園、宮城県立支援学校岩沼高等学園（宮城県）

サントリービジネスシステム株式会社 課長　平岡典子

Keyword：特別支援学校、知的障害、寄宿舎、自立支援 写真：官野 貴

編集委員から
　宮城県での知的障がいのある方の特別
支援学校の取組みを取材した。将来の社
会参加に向けて学校と寄宿舎の両軸で育
つ生徒たちとそれを支える先生方にお会い
した。記事を読んでくださったみなさんに
とって、障がいのある子どもたちが社会で
生きるための自立について、あらためて考
える機会になればと思う。

編集委員が行く行く
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学
校
全
体
で
進
め
て
お
り
、
２
０
２
０
（
令
和

２
）
年
に
「
子
供
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
」

と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

校
内
の
図
書
室
の
入
り
口
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

本
が
紹
介
文
と
と
も
に
掲
示
さ
れ
て
い
て
、
生

徒
た
ち
が
本
に
興
味
を
持
ち
、
「
読
ん
で
み
た

い
」
と
い
う
思
い
を
育
め
る
仕
組
み
が
つ
く
ら

れ
て
い
た
。
あ
ら
た
め
て
読
書
の
大
切
さ
を
感

じ
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

渡
り
廊
下
を
進
ん
だ
先
に
は
、
生
徒
た
ち
が

パ
ソ
コ
ン
作
業
や
検
品
作
業
に
真
剣
に
取
り
組

む
「
職
業
実
践
室
」
が
あ
っ
た
。
こ
こ
は
事
務

作
業
訓
練
の
場
。
実
際
の
オ
フ
ィ
ス
さ
な
が
ら

の
環
境
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
所
狭
し
と
さ
ま

ざ
ま
な
商
品
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
な
か
、
書
類

に
書
か
れ
た
商
品
の
検
品
を
行
い
、
先
生
へ
報

告
す
る
。
作
業
時
間
を
計
り
正
確
性
や
ス
ピ
ー

ド
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
先
生
は
上
司
で

あ
り
、
学
校
で
は
な
く
オ
フ
ィ
ス
で
あ
る
と
指

導
し
て
い
る
。
休
憩
は
自
分
の
決
め
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
隣
の
休
憩
室
に
て
お
茶

を
飲
む
な
ど
し
て
過
ご
す
。
休
憩
の
取

り
方
、
言
葉
遣
い
や
態
度
も
会
社
で
通

用
す
る
マ
ナ
ー
が
必
須
の
よ
う
だ
。

　

元
商
社
マ
ン
の
関せ

き

教の
り

光み
つ

先
生
が
、

社
長
と
し
て
生
徒
た
ち
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
。
ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
で

扱
う
商
品
数
は
12
種
類
５
５
７
０

分
か
れ
、
自
分
が
読
ん
だ
本
を
手
に
５
分
間

で
そ
の
本
の
魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す

る
。
ほ
か
の
生
徒
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

聞
き
な
が
ら
い
く
つ
か
の
観
点
で
評
価
し
、

最
終
的
に
ほ
か
の
生
徒
に
一
番
「
読
み
た
い
」

と
思
わ
せ
た
人
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
と
い

う
。
女
子
生
徒
の
発
表
が
始
ま
る
と
私
は
す
っ

か
り
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
、
紹
介
し
て
く
れ
た

本
を
ぜ
ひ
読
ん
で
み
た
い
と
感
じ
た
。

　

本
を
読
む
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は
生
き
る
力

を
育
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
自
分
の
世
界

の
小
さ
さ
や
考
え
の
浅
は
か
さ
を
感
じ
、
自
分

の
進
む
べ
き
道
を
軌
道
修
正
し
た
り
、
「
こ
れ

で
も
よ
か
っ
た
ん
だ
」
と
自
己
肯
定
を
し
た
り

と
自
己
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
た
。
さ
ら
に
こ
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

を
通
じ
て
、
自
分
の
思
い
を
相
手
に
伝
え
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

佐
々
木
先
生
か
ら
は
「
読
書
を
通
じ
て
社

会
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
生
徒
へ
の

熱
い
思
い
を
う
か
が
っ
た
。
読
書
の
取
組
み
は

　

私
の
所
属
す
る
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
で

は
、
特
別
支
援
学
校
を
卒
業
し
た
知
的
障
が

い
の
あ
る
社
員
が
東
京
と
大
阪
で
活
躍
し
て
お

り
、
今
後
全
国
の
事
業
所
に
お
い
て
も
障
が
い

の
あ
る
人
と
働
く
こ
と
が
あ
た
り
前
と
な
る
職

場
を
目
ざ
し
、
各
地
で
採
用
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
東
北
エ
リ
ア
で
の
採

用
に
あ
た
り
接
点
が
で
き
た
「
宮
城
県
立
支
援

学
校
小こ

牛ご

田た

高
等
学
園
」
（
以
下
、
「
小
牛
田

高
等
学
園
」
）
と
「
宮
城
県
立
支
援
学
校
岩い

わ

沼ぬ
ま

高
等
学
園
」
（
以
下
、
「
岩
沼
高
等
学
園
」
）

を
訪
問
し
、
取
材
し
た
。
両
校
の
取
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
は
小
牛
田
高
等
学
園
を
紹
介
し
た
い
。

校
内
は
、
加か

藤と
う

隆た
か

弘ひ
ろ

先
生
と
佐さ

さ々

木き

幸こ
う

司じ

先
生

に
ご
案
内
い
た
だ
い
た
。

　

最
初
に
、
2
年
生
の
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
に

挑
戦
！
」
の
授
業
を
見
学
し
た
。
「
人
を
通
し

て
本
を
知
る
」
と
題
し
、
数
名
の
グ
ル
ー
プ
に

小
牛
田
高
等
学
園
の

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
授
業
を
見
学

校
内
に
会
社
⁉

働く広場  2022.4

加藤隆弘先生（左）、佐々木幸司先生（右）

ビブリオバトルでは、三人一組となり、
お気に入りの本を紹介し合った

「職業実践室」には2万点を超す商品が並べられている

作業学習で指導にあたる関教光先生

宮城県立支援学校小牛田高等学園
宮城県の特別支援学校の取組みから考える

障がいのある子どもたちの自立
サントリービジネスシステム株式会社 課長　平岡典子

編集委員が行く行く

★本誌では通常「障害」と表記しますが、平岡典子編集委員の希望により「障がい」としています

卒業後を見すえた、実践的で具体的な取組み

自ら考え、自らやってみる機会を与える

寄宿舎での生活を通じて自立に向けた支援を図る

1
2
3

POINT
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今
回
見
学
し
た
１
年
生
の
授
業
は
非
常
に
興

味
深
い
も
の
だ
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
使
っ

た
「
あ
な
た
の
将
来
ア
ン
ケ
ー
ト
」
だ
。
先
生

が
考
え
た
質
問
に
対
し
て
生
徒
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
用
し
て
回
答
し
て
い
く
。

　

例
え
ば
、
「
あ
な
た
は
、
将
来
の
夢
や
目
標

が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

「
は
い
・
い
い
え
・
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
選
択

肢
で
回
答
を
し
て
い
く
。
全
員
が
す
べ
て
の
質

問
へ
の
回
答
を
終
え
る
と
、
前
方
ス
ク
リ
ー
ン

に
は
生
徒
た
ち
が
回
答
し
た
結
果
が
カ
ラ
フ
ル

な
円
グ
ラ
フ
と
な
っ
て
現
れ
た
。

　

円
グ
ラ
フ
の
結
果
を
見
な
が
ら
生
徒
た
ち

と
対
話
を
す
る
。
「
あ
な
た
は
、
将
来
の
夢
や

目
標
が
あ
り
ま
す
か
」
の
回
答
を
見
な
が
ら
、

先
生
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
「
先
生
も
み
ん
な

く
ら
い
の
と
き
は
、
ま
だ
何
に
な
り
た
い
か
夢

は
は
っ
き
り
し
て
な
か
っ
た
ぞ
」
と
い
い
な
が

ら
も
、
「
夢
や
目
標
を
持
つ
こ
と
は
大
事
だ
か

ら
、
こ
れ
か
ら
一
緒
に
考
え
て
い
こ
う
」
と
生

徒
た
ち
に
投
げ
か
け
た
。

　

こ
こ
で
は
、
ど
の
回
答
を
選
ん
だ
生
徒
に
対

し
て
も
、
肯
定
的
に
と
ら
え
、
伝
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
。
高
校
１
年
生
の

こ
の
段
階
で
は
、
夢
や
目
標
が
「
ま
だ
な
い
・

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
で
も
よ
く
、
生
徒

た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
の
現
状
を
知
る
と
い
う
こ

と
が
大
事
な
の
だ
。

　

ほ
か
に
、
「
あ
な
た
は
、
将
来
ど
ん
な
暮
ら

し
が
し
た
い
か
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
」
の
質
問

に
つ
い
て
は
、
「
自
分
は
将
来
絶
対
一
人
暮
ら
し

点
、
商
品
総
数
は
２
万
２
千
点
を
超
え
る
。
も

の
す
ご
い
数
だ
。
陳
列
さ
れ
て
い
る
棚
か
ら
、

書
類
に
書
か
れ
た
指
定
の
商
品
を
揃
え
、
上
司

役
の
先
生
へ
確
認
依
頼
を
す
る
。

　

緊
張
感
の
あ
る
な
か
で
の
生
徒
の
真
剣
な
表

情
は
印
象
的
で
、
「
自
分
た
ち
は
、
い
ま
仕
事

を
し
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
誇
り
も
感
じ
る
場

で
あ
っ
た
。
学
校
の
授
業
と
い
う
域
を
越
え
、

会
社
の
オ
フ
ィ
ス
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

「
検
品
作
業
を
通
し
て
、
仕
事
の
正
確
性
や
ス

ピ
ー
ド
を
身
に
つ
け
た
り
、
仕
事
の
段
取
り
、
優

先
順
位
や
臨
機
応
変
な
対
応
を
身
に
つ
け
た
り

す
る
こ
と
で
、
幅
広
い
職
種
で
そ
の
ス
キ
ル
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
関
先
生
は
い
う
。

　

あ
い
に
く
の
お
天
気
だ
っ
た
が
、
取
材
し
た

日
は
地
域
の
小
学
生
向
け
に
生
徒
た
ち
が
授
業

を
行
い
、
育
て
た
ね
ぎ
を
一
緒
に
収
穫
す
る
と

い
う
日
だ
っ
た
。

　

生
徒
が
ね
ぎ
の
育
て
方
な
ど
を
説
明
し
、
小

学
生
た
ち
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
る
。
そ

の
後
、
実
際
の
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　

農
業
高
校
を
卒
業
し
た
専
任
の
先
生
の
指
導

に
よ
り
、
生
徒
た
ち
の
野
菜
は
立
派
に
育
っ
て

い
た
。
ト
マ
ト
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
白
菜
な
ど

季
節
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
野
菜
を

つ
く
る
そ
う
で
、
地
域
で
販
売
さ
れ
た
り
、
飲

食
店
で
実
際
に
調
理
さ
れ
メ
ニ
ュ
ー
に
使
わ
れ

た
り
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

次
に
訪
問
し
た
岩
沼
高
等
学
園
で
は
、
体
育

館
に
て
３
年
生
の
芸
術
鑑
賞
の
授
業
を
見
学

し
た
。
和
太
鼓
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
生
徒
た

ち
か
ら
は
驚
き
や
笑
い
の
歓
声
が
あ
が
り
、
心

を
躍
ら
せ
て
い
た
。
和
太
鼓
の
演
奏
体
験
も
あ

り
、
演
奏
家
の
み
な
さ
ん
と
楽
し
そ
う
に
交
流

す
る
姿
も
あ
っ
た
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
貴
重

な
時
間
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
本
授
業

は
、
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合
事
業
と

し
て
、
定
期
的
に
地
域
の
芸
術
家
の
み
な
さ
ん

を
お
呼
び
し
て
、
交
流
を
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
に
学
校
の
活
動
を
理
解
い

た
だ
き
、
開
か
れ
た
教
育
現
場
を
つ
く
る
こ
と

は
、
生
徒
た
ち
に
多
く
の
経
験
を
運
び
、
世
界

を
拡
げ
る
非
常
に
重
要
な
機
会
と
な
る
と
あ
ら

た
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

岩
沼
高
等
学
園
に
は
「
Ｐパ

ス

Ａ
Ｔ
Ｈ（
※
）」と
い
う

取
組
み
が
あ
る
。〝
10
年
後
の
自
分
を
高
校
３
年

間
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
る
〞
と
い
う
も
の
だ
。

「
自
分
は
将
来
ど
う
な
り
た
い
の
か
」
と
い
う

目
標
を
生
徒
た
ち
が
持
つ
こ
と
は
非
常
に
大
事

だ
。
自
分
で
決
め
た
「
な
り
た
い
姿
」
の
目
標

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
生
徒
た
ち
は
そ
の
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
・
成
長
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
と
思
う
。

地
域
の
小
学
生
と
ね
ぎ
の
収
穫

岩
沼
高
等
学
園
の
地
域
連
携
　

デ
ジ
タ
ル
授
業
で

生
徒
た
ち
も
前
の
め
り
！

働く広場  2022.4

生徒が先生役となって小学生に
ねぎの育て方を説明する

小学生が畑でねぎの収穫を行った宮城県立支援学校岩沼高等学園デジタルツールを活用して行われた
「PATH」の授業

芸術鑑賞の授業では、
和太鼓のパフォーマンスが披露された

※ PATH：planning alternative tomorrows with hopeの略。「こんなふうに生活していきたい」というビジョン、未来設計図
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知
的
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
、
高
校

卒
業
後
に
学
び
続
け
ら
れ
る
場
所
が
少
な
い
。

障
が
い
が
な
け
れ
ば
専
門
学
校
や
大
学
と
い
っ

た
学
び
を
続
け
、
人
生
を
豊
か
に
自
由
に
過
ご

す
こ
と
の
で
き
る
時
間
が
あ
る
が
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
そ
の
猶
予
は
な
い
。
学

ぶ
こ
と
や
経
験
す
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
成
長
す

る
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
に
生
き
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
選
択
肢
が
拡
が
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

　

私
が
両
校
の
取
組
み
で
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、

二
校
と
も
に
寄
宿
舎
が
あ
り
、
１
年
生
は
全
員

が
寄
宿
舎
で
の
生
活
を
送
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
小
牛
田
高
等
学
園
の
寄
宿
舎
は
、
学
校
か

ら
徒
歩
約
10
分
の
場
所
に
立
地
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
20
年
以
上
寄
宿
舎
で
生
徒
指
導
に
あ
た

ら
れ
て
い
る
鈴す

ず

木き

紀の
り

之ゆ
き

先
生
に
、
寄
宿
舎
を
ご

案
内
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

　

寄
宿
舎
で
の
生
活
は
年
間
１
６
０
泊
程
度

で
、
週
末
や
夏
休
み
・
冬
休
み
な
ど
の
長
期
休

暇
時
は
家
庭
で
の
生
活
に
戻
る
と
い
う
。
寄
宿

舎
で
の
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
図
の
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
起
床
後
は
６
時
15
分
か
ら
自
分

の
部
屋
の
清
掃
を
30
分
、
共
用
部
分
の
清
掃
を

30
分
か
け
て
毎
日
行
う
。
こ
の
清
掃
指
導
は
、

生
徒
た
ち
の
基
本
的
な
掃
除
力
の
底
上
げ
や
将

来
を
見
す
え
た
朝
型
の
生
活
リ
ズ
ム
づ
く
り
、

同
室
生
徒
と
の
協
力
や
生
活
の
場
に
対
す
る

責
任
感
を
つ
ち
か
う
た
め
徹
底
し
て
い
る
そ
う

人
の
規
模
で
あ
る
。
生
徒
た
ち
は
、
教
科
学
習

に
加
え
、
専
門
教
科
を
通
し
て
職
業
教
育
を
学

び
、
高
校
3
年
間
で
社
会
参
加
と
職
業
的
自
立

を
目
ざ
す
。

　

卒
業
後
の
進
路
は
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ

る
。
一
つ
は
「
一
般
就
労
」
で
あ
り
９
割
以
上

の
生
徒
た
ち
が
、
製
造
、
卸
売
・
小
売
、
サ
ー

ビ
ス
業
、
教
育
、
運
輸
・
郵
便
、
医
療
福
祉
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
現
場
へ
就
職
す
る
。
驚

い
た
の
は
就
労
先
の
企
業
の
数
の
多
さ
で
あ

る
。
東
京
都
や
大
阪
府
な
ど
の
都
心
部
に
比
べ

企
業
数
が
少
な
い
た
め
、
就
労
先
開
拓
に
は
非

常
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像

し
て
い
た
が
、
障
が
い
の
あ
る
生
徒
が
多
く
の

企
業
で
就
労
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

一
般
就
労
以
外
に
は
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
」
と
「
進
学
」
を
選
択
す
る
生
徒
が
い
る
。

こ
こ
で
は
特
に
進
学
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
進

学
先
と
し
て
は
、
宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
に
加
え
、
支
援
学
校
仙
台
み
ら
い
高
等
学
園

と
い
ず
み
高
等
支
援
学
校
専
攻
科
が
あ
り
、
こ

こ
で
は
さ
ら
に
数
年
間
社
会
で
活
躍
す
る
た
め

の
訓
練
を
受
け
て
か
ら
一
般
就
労
を
目
ざ
す
生

徒
た
ち
が
い
る
。
高
校
の
３
年
間
だ
け
で
は
就

労
が
む
ず
か
し
か
っ
た
生
徒
で
も
、
学
び
続
け

る
こ
と
で
成
長
し
一
般
就
労
の
チ
ャ
ン
ス
が
拡

が
る
こ
と
も
あ
る
。
岩
沼
高
等
学
園
進
路
指
導

の
庄し

ょ
う

司じ

竹た
け

弥や

先
生
も
、
「
３
年
間
で
は
学
び
足

り
な
い
生
徒
た
ち
で
も
、
さ
ら
に
数
年
学
習
を

重
ね
れ
ば
企
業
就
労
の
可
能
性
が
拡
が
る
と
感

じ
る
こ
と
も
多
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

が
し
た
い
！
」と
発
言
し
、
前
の
め
り
で
参
加
す

る
生
徒
が
い
た
り
、
一
方
で
「
自
分
は
そ
ん
な

こ
と
考
え
て
も
い
な
い
な
」
、
「
一
人
暮
ら
し
を

し
た
い
と
考
え
る
仲
間
が
結
構
い
る
ん
だ
な
」

と
、
ほ
か
の
生
徒
の
考
え
に
刺
激
を
受
け
る
生

徒
も
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
学
習
に
積
極
的
な
態

度
を
示
す
こ
と
が
多
く
、
リ
ア
ル
な
生
徒
の
考

え
を
把
握
し
、
す
ぐ
に
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
が

非
常
に
有
益
だ
と
い
う
。

　

生
徒
た
ち
は
質
問
さ
れ
て
初
め
て
自
分
の
考

え
に
気
づ
い
た
り
、
整
理
し
た
り
で
き
る
。
ま

た
仲
間
の
考
え
を
知
る
こ
と
で
刺
激
を
受
け

る
。
気
づ
き
の
多
い
授
業
で
あ
る
と
感
じ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
通
し
て
、
一
歩
ず
つ
10
年

後
の
自
分
を
描
い
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
授
業
は

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
拡
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　

小
牛
田
高
等
学
園
と
岩
沼
高
等
学
園
の
見
学

を
通
し
て
、
先
生
方
は
深
い
愛
情
を
持
っ
て
、

温
か
く
お
お
ら
か
に
人
物
教
育
を
さ
れ
て
お

り
、
高
校
３
年
間
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
の
生

徒
た
ち
の
将
来
ま
で
見
す
え
た
指
導
を
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
た
。

　

小
牛
田
高
等
学
園
は
１
学
年
に
生
徒
は
24
人

で
、
全
校
生
徒
は
72
人
、
岩
沼
高
等
学
園
は
1

学
年
に
生
徒
は
40
人
で
、
全
校
生
徒
は
１
２
０

卒
業
後
の
進
路

高
校
1
年
生
は
全
員
、寄
宿
舎
生
活

一
人
暮
ら
し
体
験
も
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芸術鑑賞の授業では、
和太鼓のパフォーマンスが披露された

岩沼高等学園での専門教科「家政」の授業

岩沼高等学園では、職業教育の一環
として校内清掃を行っている

図　生活日課表

6：15
6：55
7：00
7：30
8：00

起床・身じたく
部屋掃除（～6：45）
朝礼
分担区清掃・配膳
朝食（～8：00）
登校開始

学　校

帰舎
夕食（～18：30）
棟の集まり
入浴（～20：30）
消灯（就床）

18：00
18：50

22：00
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と
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

　

私
に
は
、
中
学
２
年
生
に
な
る
ダ
ウ
ン
症
の

息
子
が
い
る
。
現
在
の
障
が
い
者
雇
用
の
仕
事

に
た
ず
さ
わ
る
前
は
、
息
子
の
自
立
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
息
子
が
何
歳
に

な
っ
て
も
寄
宿
舎
や
寮
に
入
れ
る
と
い
っ
た
選

択
肢
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

何
歳
に
な
っ
て
も
一
緒
に
い
た
い
と
い
う
気
持
ち

も
あ
っ
た
が
、
一
人
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
想
像
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
。

　

親
と
し
て
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
家
か
ら

出
し
て
、
別
の
場
所
で
生
活
さ
せ
る
と
決
断
す

る
こ
と
は
と
て
も
勇
気
の
い
る
こ
と
。

　

発
達
が
ゆ
っ
く
り
な
息
子
に
対
し
、
幼
少
期

は
着
替
え
や
食
事
な
ど
身
の
回
り
の
こ
と
に
か

な
り
手
を
出
し
、
生
活
を
し
て
い
た
。
で
き
な

い
の
だ
か
ら
、
仕
方
が
な
い
。
私
が
面
倒
を
み
れ

ば
よ
い
と
考
え
て
い
た
。
息
子
を
自
分
の
手
の

な
か
で
守
る
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
転
機
は
息
子
が
９
歳
の
と
き
に
や
っ

て
き
た
。
私
が
企
業
に
て
知
的
障
が
い
者
の
雇
用

に
た
ず
さ
わ
る
よ
う
に
な
り
、
息
子
の
た
め
に

「
よ
か
れ
」
と
思
っ
て
行
っ
て
き
た
〝
守
る
〞

と
い
う
サ
ポ
ー
ト
が
、
彼
の
将
来
の
可
能
性
を

狭
め
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い

た
の
だ
。

　

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会
で
活
躍
す
る

た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、
小
学
生
・
中
学
生
か
ら

親
が
す
べ
て
を
抱
え
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
で

ら
自
分
の
こ
と
も
主
張
で
き
、
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
寄
宿
舎
に
は
一
人
暮
ら
し
体
験
が
で

き
る
部
屋
「
生
活
体
験
室
」
が
あ
り
、
寄
宿
舎

で
通
常
行
っ
て
い
る
掃
除
・
洗
濯
に
加
え
、
食

事
づ
く
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
自
分
で
メ

ニ
ュ
ー
を
決
め
、
買
い
物
を
行
い
、
調
理
す
る

と
い
う
経
験
だ
。
高
校
生
の
段
階
で
こ
こ
ま
で

経
験
す
る
と
は
非
常
に
驚
き
で
あ
っ
た
。

　

次
に
岩
沼
高
等
学
園
の
寄
宿
舎
を
紹
介
し
た

い
。
こ
ち
ら
は
学
校
の
校
舎
と
つ
な
が
っ
た
建

物
と
な
っ
て
い
た
。
庄
司
先
生
に
ご
案
内
い
た

だ
い
た
。

　

基
本
的
な
指
導
に
つ
い
て
は
前
述
の
小
牛

田
高
等
学
園
の
寄
宿
舎
と
同
様
で
あ
る
が
、
特

徴
的
な
部
分
と
し
て
は
、
一
人
暮
ら
し
体
験
を

す
る
ワ
ン
ル
ー
ム
ア
パ
ー
ト
「
生
活
訓
練
棟
」

が
、
学
校
の
敷
地
内
に
存
在
す
る
こ
と
だ
。
生

徒
は
こ
の
ア
パ
ー
ト
で
一
週
間
、
日
常
生
活
の

時
間
管
理
か
ら
掃
除
・
洗
濯
・
食
事
の
す
べ
て

を
一
人
で
行
い
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
る
。

　

こ
れ
ら
の
寄
宿
舎
で
の
経
験
は
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
将
来
の
社
会
参

加
・
自
立
の
可
能
性
を
拡
げ
る
素
晴
ら
し
い
取

組
み
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

今
回
、
宮
城
県
の
二
校
を
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の

自
立
に
つ
い
て
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ

で
、
そ
の
後
朝
食
を
取
り
、
８
時
に
登
校
と
い

う
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

　

起
床
後
に
ま
ず
清
掃
を
す
る
と
い
っ
た
日
常

は
家
庭
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
な
朝
の
ル
ー
テ
ィ
ン
だ

が
、
こ
の
毎
日
の
積
み
重
ね
が
、
生
徒
た
ち
の

心
ま
で
も
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
感
じ
た
。

　

寄
宿
舎
で
の
生
活
は
年
間
１
６
０

泊
と
い
う
こ
と
や
、
週
末
に
は
生
徒

た
ち
は
家
庭
に
戻
る
こ
と
を
考
慮

し
、
寄
宿
舎
を
生
活
指
導
の
場
と
と

ら
え
、
他
者
に
対
す
る
礼
儀
、
一
定

の
距
離
感
な
ど
も
大
切
に
指
導
し
て

い
る
よ
う
だ
。

　

寄
宿
舎
生
活
を
通
し
て
、
基
本

的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
行
う
必
要
性
を

感
じ
、
実
践
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
集
団
生
活
維
持
に
必
要
な
時
間

や
ル
ー
ル
を
守
り
、
自
分
の
役
割
を

主
体
的
に
果
た
す
こ
と
。
自
分
中
心

に
な
ら
な
い
よ
う
、
あ
る
程
度
我
慢

す
る
こ
と
を
経
験
さ
せ
る
。
そ
の
一

つ
に
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
は
少

し
酷
の
よ
う
だ
が
デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ

ク
ス
の
環
境
と
し
、
個
人
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
使
用
不

可
と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境

で
、
周
囲
と
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を

築
く
た
め
に
、
他
者
を
尊
重
し
な
が

自
立
に
つ
い
て

働く広場  2022.4

小牛田高等学園寄宿舎の食堂 宮城県立支援学校小牛田高等学園寄宿舎小牛田高等学園寄宿舎の浴室

小牛田高等学園寄宿舎で
指導にあたる鈴木紀之先生

二人で利用する舎室が自室となる洗濯やアイロンがけなども
自分自身で行う

舎内の「生活体験室」では、
一人暮らしを体験できる
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自
分
で
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
を
育
む
こ

と
。
や
っ
て
み
た
い
と
本
人
が
思
え
ば
努
力
も

す
る
し
、人
は
成
長
す
る
の
だ
と
思
う
。
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
喜

び
が
次
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
な
が
り
、
自
信
に

な
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
考
え
る
。
私
自
身
親
と
し
て
、
息
子

に
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
回
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
、
今
回
の
取
材
を
終
え
て
、
あ
ら

た
め
て
考
え
て
い
る
。

　

私
は
い
ま
、
一
緒
に
働
く
知
的
障
が
い
の
あ

る
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
「
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
、

新
た
な
気
づ
き
を
も
ら
っ
て
い
る
」
と
感
じ
る

こ
と
が
よ
く
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
、
私
に
は

な
い
〝
す
ご
い
〞
と
感
じ
る
と
こ
ろ
や
、
尊
敬
す

る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
と
過

ご
す
時
間
は
私
に
と
っ
て
は
大
切
な
時
間
。
障

が
い
の
あ
る
人
は
周
囲
に
支
え
て
も
ら
う
と
い

う
一
方
的
な
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
逆
の
関
係

性
も
当
然
生
ま
れ
て
く
る
。
メ
ン
バ
ー
と
接
し

て
い
る
と
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
だ
れ
か
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
経
験
が
、
自
信
に

な
り
、
成
長
を
加
速
さ
せ
て
い
る
と
感
じ
る
こ

と
も
多
い
。

　

私
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
交
わ

る
こ
と
で
、
互
い
に
支
え
合
い
、
影
響
し
合
い

な
が
ら
、
と
も
に
生
き
る
こ
と
が
あ
た
り
前
と

な
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

く
成
長
さ
せ
、
将
来
一
人
暮
ら
し
を
や
っ
て
い

け
そ
う
だ
と
い
う
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

と
感
じ
て
い
る
。
家
庭
で
は
機
会
が
な
か
っ
た

掃
除
や
洗
濯
だ
け
で
な
く
、
ほ
ぼ
初
め
て
食
事

づ
く
り
を
経
験
し
た
。
「
自
分
は
で
き
な
い
か

も
」
と
最
初
は
自
信
が
な
さ
そ
う
だ
っ
た
が
、

寮
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
生

姜
焼
き
・
ハ
ン
バ
ー
グ
・
唐
揚
げ
な
ど
メ
イ
ン
に

加
え
、
サ
ラ
ダ
と
お
味
噌
汁
も
あ
り
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
も
き
ち
ん
と
考
え
ら
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を

つ
く
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
完
成
後
の
写

真
を
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
盛
り

つ
け
も
と
て
も
美
味
し
そ
う
に
仕
上
が
っ
て
い

た
。な
に
よ
り
で
き
な
い
、苦
手
だ
と
思
っ
て
い

た
料
理
だ
っ
た
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
た
ら
で

き
た
と
い
う
経
験
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
じ
つ
は

家
庭
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。
親
と
し
て
反

省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
人
に
「
料
理

を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
つ
い
手
と
口
を
出
し
て
し

ま
う
親
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
そ
れ
で
は
本
人

が
自
信
を
持
て
る
よ
う
な
貴
重
な
経
験
に
な
ら

な
い
の
だ
。

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
自
立
に
向
け

た
ス
タ
ー
ト
は
、
い
つ
か
ら
で
も
遅
い
こ
と
は
な

い
。
大
切
な
の
は
、
「
で
き
な
い
の
だ
か
ら
や
っ

て
も
ら
っ
て
あ
た
り
前
」
と
い
う
環
境
で
は
な

く
、
家
族
や
周
囲
で
か
か
わ
る
大
人
は
本
人
が

き
る
よ
う
な
自
立
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
だ

と
、
い
ま
は
考
え
て
い
る
。
息
子
へ
の
サ
ポ
ー
ト

が
１
８
０
度
と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
変
化
し
た
。

　

障
が
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
親
は
周
り

に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
子
ど
も
同
士
の
交
わ
り
や
地
域
社
会
と
の

交
わ
り
も
積
極
的
に
持
つ
こ
と
が
む

ず
か
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

親
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
、
何
で

も
や
っ
て
あ
げ
る
サ
ポ
ー
ト
で
は
な

く
、
大
切
な
こ
と
は
子
ど
も
が
一
人

で
で
き
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
。

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
二

校
と
も
に
寄
宿
舎
で
の
生
活
、ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
と
し
て
一
人
暮
ら
し
の
経

験
も
高
校
の
３
年
間
で
体
験
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
私
で
あ
れ
ば
、
将
来
高

校
生
に
な
っ
た
息
子
を
家
と
は
別
の

寄
宿
舎
に
入
れ
る
な
ど
想
像
も
で
き

な
か
っ
た
が
、
施
設
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性

を
拡
げ
る
う
え
で
、
非
常
に
重
要
な

取
組
み
で
あ
る
と
確
信
し
た
。

　

東
京
で
は
、
自
立
に
向
け
た
取
組

み
と
し
て
、
通
勤
寮
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
が
あ
る
。

　

私
が
一
緒
に
働
く
メ
ン
バ
ー
が
昨

年
、
通
勤
寮
で
の
生
活
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
。
本
人
が
将
来
一
人
暮
ら
し

を
し
た
い
と
考
え
る
な
か
で
、
通
勤

寮
で
の
生
活
は
メ
ン
バ
ー
を
大
き

守
る
支
援
で
は
な
く
、

自
立
に
向
け
た
支
援

と
も
に
支
え
合
い
、

と
も
に
生
き
る
社
会
へ

岩沼高等学園で進路指導に
あたる庄司竹弥先生

働く広場  2022.4

２段ベッドが２台設置された舎室ワンルームタイプの部屋が５室設けられた
「生活訓練棟」

室内にはユニットバスや
キッチンなどが備わっている

岩沼高等学園寄宿舎の共用部 宮城県立支援学校岩沼高等学園寄宿舎岩沼高等学園寄宿舎の洗面室
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１
ポ
イ
ン
ト

■
民
間
企
業
（
法
定
雇
用
率
２・３
％
）

○
雇
用
障
害
者
数
５
９
万
７
７
８
６・０
人
、
実
雇
用
率
２・２
０
％
と
、

と
も
に
過
去
最
高
を
更
新

○
法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
４
７・０
％

■
公
的
機
関
（
同
２・６
％
、都
道
府
県
な
ど
の
教
育
委
員
会
は
２・５
％
）

○
国
：
雇
用
障
害
者
数
９
６
０
５・０
人

実
雇
用
率
２・８
３
％

○
都
道
府
県
：
雇
用
障
害
者
数
１
万
１
４
３・５
人

実
雇
用
率
２・８
１
％

○
市
町
村
：
雇
用
障
害
者
数
３
万
３
３
６
９・５
人

実
雇
用
率
２・５
１
％

○
教
育
委
員
会
：
雇
用
障
害
者
数
１
万
６
１
０
６・５
人

実
雇
用
率
２・２
１
％

■
独
立
行
政
法
人
な
ど
（
同
２・６
％
）

○
雇
用
障
害
者
数
１
万
２
２
４
４・５
人
、
実
雇
用
率
２・６
９
％

２
民
間
企
業
に
お
け
る
雇
用
状
況

◎
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
の
数
、
実
雇
用
率
（
第
１
表
）

民
間
企
業
（
４
３
・
５
人
以
上
規
模
の
企
業
：
法
定
雇
用
率
２
・
３
％
）
に

雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
の
数
は
５
９
万
７
７
８
６
・
０
人
で
、
18
年
連
続
で

過
去
最
高
と
な
っ
た
。

雇
用
者
の
う
ち
、
身
体
障
害
者
は
３
５
万
９
０
６
７
・
５
人
、
知
的
障
害
者

は
１
４
万
６
６
５
・
０
人
、
精
神
障
害
者
は
９
万
８
０
５
３
・
５
人
と
、
い
ず

れ
も
前
年
よ
り
増
加
し
た
。

実
雇
用
率
は
、
10
年
連
続
で
過
去
最
高
の
２
・
２
０
％
、
法
定
雇
用
率
達

成
企
業
の
割
合
は
４
７
・
０
％
で
あ
っ
た
。

◎
企
業
規
模
別
の
状
況
（
第
２
表
）

企
業
規
模
別
に
見
る
と
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
の
数
は
、
今
年
か

ら
新
た
に
報
告
対
象
と
な
っ
た
４
３・５
〜
４
５
・５
人
未
満
規
模
企
業
で
は

２
０
８
０・０
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
従
来
か
ら
報
告
対
象
で
あ
っ
た
企
業
規

模
で
見
る
と
、
４
５
・５
〜
１
０
０
人
未
満
規
模
企
業
で
６
万
２
１
７
５
・０

人
、
１
０
０
〜
３
０
０
人
未
満
で
１
１
万
４
９
０
５
・
０
人
、
３
０
０
〜

５
０
０
人
未
満
で
５
万
１
６
５
７
・
５
人
、
５
０
０
〜
１
０
０
０
人
未
満
で

６
万
７
９
２
０・
５
人
、
１
０
０
０
人
以
上
で
２
９
万
９
０
４
８・
０
人
と
、

す
べ
て
の
企
業
規
模
で
前
年
よ
り
増
加
し
た
。

実
雇
用
率
は
、
今
年
か
ら
新
た
に
報
告
対
象
と
な
っ
た
４
３・５
〜
４
５
・５

人
未
満
規
模
企
業
で
は
１・７
７
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
従
来
か
ら
報
告
対
象

で
あ
っ
た
企
業
規
模
で
見
る
と
、
４
５
・５
〜
１
０
０
人
未
満
で
１・８
１
％
、

１
０
０
〜
３
０
０
人
未
満
で
２・０
２
％
、
３
０
０
〜
５
０
０
人
未
満
で
２
・

０
８
％
、
５
０
０
〜
１
０
０
０
人
未
満
で
２・２
０
％
、
１
０
０
０
人
以
上
で

２・４
２
％
と
な
っ
た
。

な
お
、
１
０
０
０
人
以
上
規
模
企
業
が
法
定
雇
用
率
を
上
回
っ
て
い
る
。

法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
、
今
年
か
ら
新
た
に
報
告
対
象
と
な
っ

た
４
３・５
〜
４
５
・５
人
未
満
規
模
企
業
で
は
３
５
・１
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

従
来
か
ら
報
告
対
象
で
あ
っ
た
企
業
規
模
で
見
る
と
、
４
５
・５
〜
１
０
０
人

未
満
で
４
５
・７
％
、
１
０
０
〜
３
０
０
人
未
満
で
５
０・６
％
、
３
０
０
〜

５
０
０
人
未
満
で
４
１・７
％
、
５
０
０
〜
１
０
０
０
人
未
満
で
４
２・９
％
、

１
０
０
０
人
以
上
で
５
５
・９
％
と
な
り
、
す
べ
て
の
規
模
の
区
分
で
前
年
よ

り
減
少
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
い
て
、
障
害
者
の
雇
用
義
務
が
あ
る
事
業
主
な
ど
か
ら
、

毎
年
６
月
１
日
現
在
の
身
体
障
害
者
、知
的
障
害
者
お
よ
び
精
神
障
害
者
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
６
月
１
日
現
在
に
お
け
る
同
報
告
を
集
計
し
、
そ
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
、
今
号
と
次
号
に
て
掲
載
し
ま
す
。

※本誌では通常西暦で表記していますが、この記事では元号で表記しています

省 庁

厚生労働省 職業安定局 障害者雇用対策課

令和３年
障害者雇用状況の集計結果①
（令和 3年６月１日）
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実
雇
用
率
は
、
10
年
連
続
で
過
去
最
高
の
２
・
２
０
％
、
法
定
雇
用
率
達

成
企
業
の
割
合
は
４
７
・
０
％
で
あ
っ
た
。

◎
企
業
規
模
別
の
状
況
（
第
２
表
）

企
業
規
模
別
に
見
る
と
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
の
数
は
、
今
年
か

ら
新
た
に
報
告
対
象
と
な
っ
た
４
３・５
〜
４
５
・５
人
未
満
規
模
企
業
で
は

２
０
８
０・０
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
従
来
か
ら
報
告
対
象
で
あ
っ
た
企
業
規

模
で
見
る
と
、
４
５
・５
〜
１
０
０
人
未
満
規
模
企
業
で
６
万
２
１
７
５
・０

人
、
１
０
０
〜
３
０
０
人
未
満
で
１
１
万
４
９
０
５
・
０
人
、
３
０
０
〜

５
０
０
人
未
満
で
５
万
１
６
５
７
・
５
人
、
５
０
０
〜
１
０
０
０
人
未
満
で

６
万
７
９
２
０・
５
人
、
１
０
０
０
人
以
上
で
２
９
万
９
０
４
８・
０
人
と
、

す
べ
て
の
企
業
規
模
で
前
年
よ
り
増
加
し
た
。

実
雇
用
率
は
、
今
年
か
ら
新
た
に
報
告
対
象
と
な
っ
た
４
３・５
〜
４
５
・５

人
未
満
規
模
企
業
で
は
１・７
７
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
従
来
か
ら
報
告
対
象

で
あ
っ
た
企
業
規
模
で
見
る
と
、
４
５
・５
〜
１
０
０
人
未
満
で
１・８
１
％
、

１
０
０
〜
３
０
０
人
未
満
で
２・０
２
％
、
３
０
０
〜
５
０
０
人
未
満
で
２
・

０
８
％
、
５
０
０
〜
１
０
０
０
人
未
満
で
２・２
０
％
、
１
０
０
０
人
以
上
で

２・４
２
％
と
な
っ
た
。

な
お
、
１
０
０
０
人
以
上
規
模
企
業
が
法
定
雇
用
率
を
上
回
っ
て
い
る
。

法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
、
今
年
か
ら
新
た
に
報
告
対
象
と
な
っ

た
４
３・５
〜
４
５
・５
人
未
満
規
模
企
業
で
は
３
５
・１
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

従
来
か
ら
報
告
対
象
で
あ
っ
た
企
業
規
模
で
見
る
と
、
４
５
・５
〜
１
０
０
人

未
満
で
４
５
・７
％
、
１
０
０
〜
３
０
０
人
未
満
で
５
０・６
％
、
３
０
０
〜

５
０
０
人
未
満
で
４
１・７
％
、
５
０
０
〜
１
０
０
０
人
未
満
で
４
２・９
％
、

１
０
０
０
人
以
上
で
５
５
・９
％
と
な
り
、
す
べ
て
の
規
模
の
区
分
で
前
年
よ

り
減
少
し
た
。

注１ ②欄の「法定雇用障害者数の算定の基礎となる労働者数」とは、常用労働者総数から除外率相当数（身体障害者、知的障害者及び精神障害者が就業することが困難であると認めら
れる職種が相当の割合を占める業種について定められた率を乗じて得た数）を除いた労働者数である。

注２ ③Ａ欄の「重度身体障害者及び重度知的障害者」については法律上、１人を２人に相当するものとしており、Ｅ欄の計を算出するに当たりダブルカウントを行い、Ｄ欄の「重度以
外の身体障害者及び知的障害者並びに精神障害者である短時間労働者」については法律上、１人を 0.5 人に相当するものとしており、Ｅ欄の計を算出するに当たり 0.5 カウントとし
ている。

　 ただし、精神障害者である短時間労働者であっても、以下の注４に該当するものについては、１人分とカウントしている。
注 3 A、Ｃ欄は１週間の所定労働時間が 30 時間以上の労働者であり、B、D欄は 1週間の所定労働時間が 20 時間以上 30 時間未満の労働者である。
注 4 C 欄の精神障害者には、精神障害者である短時間労働者であって、次のいずれかに該当する者を含む。
　 ①　平成 30 年６月２日以降に採用された者であること。
　 ②　平成 30 年６月２日より前に採用された者で、同日以後に精神障害者保健福祉手帳を取得した者であること。
注 5 D 欄の精神障害者である短時間労働者とは、精神障害者である短時間労働者のうち、注４に該当しない者である。  
注 6 F 欄の「うち新規雇用分」は、令和 2年６月２日から令和 3年６月１日までの１年間に新規に雇い入れられた障害者数である。 
注 7 （　）内は令和 2年 6月 1日現在の数値である。
　 なお、精神障害者は平成 18 年 4 月 1 日から実雇用率に算定されることとなった。  

【第１表】 民間企業における雇用状況（法定雇用率2.3%）

【第 2表】 民間企業における企業規模別の障害者の雇用状況

注　第１表と同じ

区分

①
企業数

②
法定雇用障害者
数の算定の基礎
となる労働者数

③　障害者の数 ④
実雇用率
Ｅ ÷ ②
×100

⑤
法定雇用
率達成企
業の数

⑥
法定雇用
率達成企
業の割合

Ａ . 重度身体
障害者及び重
度知的障害者

Ｂ . 重度身体
障害者及び重
度知的障害者
である短時間
労働者

Ｃ. 重度以外
の身体障害者、
知的障害者及
び精神障害者

Ｄ .重度以外の
身体障害者及び
知的障害者並び
に精神障害者で
ある短時間労働
者

Ｅ．計
Ａ×２＋Ｂ＋
Ｃ＋Ｄ×0.5

Ｆ.うち新規
雇用分

規模計
企業

106,924
（102,698）

人
27,156,780.5

（26,866,997.0）

人
124,508

（122,795）

人
18,003

（17,084）

人
304,060

（291,126）

人
53,414

（48,984）

人
597,786.0

（578,292.0）

人
55,081.0

（57,630.0）

％
2.20

（2.15）

企業
50,306

（49,956）

％
47.0

（48.6）

43.5 ～
45.5 人
未満

2,657
（－）

117,789.5
（－）

330
（－）

123
（－）

1,070
（－）

454
（－）

2,080.0
（－）

225.0
（－）

1.77
（－）

932
（－）

35.1
（－）

45.5 ～
100人
未満

52,219
（50,544）

3,428,602.5
（3,348,466.5）

10,380
（10,222）

3,306
（3,020）

32,314
（30,097）

11,590
（9,578）

62,175.0
（58,350.0）

7,035.5
（6,818.0）

1.81
（1.74）

23,855
（23,224）

45.7
（45.9）

100～
300人
未満

36,803
（36,787）

5,682,382.5
（5,677,127.5）

21,842
（21,796）

5,001
（4,806）

59,370
（58,097）

13,700
（13,408）

114,905.0
（113,199.0）

11,858.0
（12,718.5）

2.02
（1.99）

18,614
（19,274）

50.6
（52.4）

300～
500人
未満

6,983
（7,078）

2,478,229.0
（2,511,339.5）

10,524
（10,560）

1,874
（1,777）

26,228
（25,598）

5,015
（4,659）

51,657.5
（50,824.5）

5,026.0
（5,123.5）

2.08
（2.02）

2,911
（3,122）

41.7
（44.1）

500～
1,000人
未満

4,810
（4,818）

3,092,099.0
（3,090,963.5）

14,224
（14,109）

2,003
（1,895）

34,823
（33,993）

5,293
（4,964）

67,920.5
（66,588.0）

6,436.5
（6,926.0）

2.20
（2.15）

2,063
（2,252）

42.9
（46.7）

1,000人
以上

3,452
（3,471）

12,357,678.0
（12,239,100.0）

67,208
（66,108）

5,696
（5,586）

150,255
（143,341）

17,362
（16,375）

299,048.0
（289,330.5）

24,500.0
（26,044.0）

2.42
（2.36）

1,931
（2,084）

55.9
（60.0）

区分

①
企業数

②
法定雇用障害者
数の算定の基礎
となる労働者数

③　障害者の数 ④
実雇用率
Ｅ ÷ ②
×100

⑤
法定雇用
率達成企
業の数

⑥
法定雇用
率達成企
業の割合

Ａ . 重度身体
障害者及び重
度知的障害者

Ｂ . 重度身体
障害者及び重
度知的障害者
である短時間
労働者

Ｃ. 重度以外
の身体障害者、
知的障害者及
び精神障害者

Ｄ .重度以外の
身体障害者及び
知的障害者並び
に精神障害者で
ある短時間労働
者

Ｅ．計
Ａ×２＋Ｂ＋
Ｃ＋Ｄ×0.5

Ｆ．うち新規
雇用分

民間
企業

企業
106,924

（102,698）

人
27,156,780.5

（26,866,997.0）

人
124,508

（122,795）

人
18,003   

（17,084）

人
304,060

（291,126）

人
53,414

（48,984）

人
597,786.0

（578,292.0）

人
55,081.0

（57,630.0）

％
2.20    

（2.15）

 企業
50,306 

（49,956）

％
47.0

（48.6）
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フ
ィ
ス
に
届
い
た
書
類
を
在
宅
勤
務
者
の
自
宅
に
転
送

す
る
業
務
や
、
オ
フ
ィ
ス
の
定
期
消
毒
業
務
な
ど
、
コ

ロ
ナ
禍
な
ら
で
は
の
仕
事
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
出
社
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
へ
の
不
安
や
、
懇
親

会
な
ど
の
社
員
の
交
流
機
会
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、「
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
」
と
い
う
新
た

な
問
題
に
直
面
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
同
社
で
は
障
が
い
の
あ
る
社
員

の
一
部
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
対
象

と
な
っ
た
の
は
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
人
の
代
わ
り
に
業
務
を
こ

な
し
て
く
れ
る
自
動
化
ツ
ー
ル
）
の
開
発
と
運
用
に
あ

た
っ
て
い
る
社
員
５
人
（
全
員
が
発
達
障
が
い
者
）
の

う
ち
、
比
較
的
稼
働
が
安
定
し
て
い
て
、
技
術
力
も
高

い
２
人
で
す
。
指
導
員
２
人
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
チ
ー

ム
と
し
て
加
わ
っ
て
伴
走
し
、
支
援
機
関
や
家
族
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
勤
務
時
間
や
日
数
、
業
務
量
な

ど
を
調
整
す
る
な
ど
、
本
人
た
ち
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か

ら
な
い
よ
う
な
配
慮
を
心
が
け
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

「
チ
ー
ム
で
や
っ
て
い
く
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
大
事
に

　

当
機
構
で
は
毎
年
、
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
研
究
成
果
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
相

互
の
意
見
交
換
、
経
験
交
流
を
生
み
出
す
た
め
の
機
会

と
し
て
、「
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
・
実
践

発
表
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１（
令
和
３
）

年
度
は
、
経
験
交
流
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
開
催
規
模
を
縮
小
し
た

う
え
で
の
現
地
開
催
と
、
動
画
等
を
障
害
者
職
業
総
合

セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｒ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
方
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト

人
事
総
務
部
部
長
の
原は
ら

田だ

昌ま
さ

尚な
お

氏
に
よ
る
特
別
講
演

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
変
化
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
～
障
害
者

雇
用
の
現
場
か
ら
考
え
る
～
」
の
様
子
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

教
育
や
介
護
な
ど
の
事
業
を
手
が
け
る
ベ
ネ
ッ
セ
グ

ル
ー
プ
の
特
例
子
会
社
と
し
て
２
０
０
５
（
平
成
17
）

年
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ

ト
で
は
、
現
在
、
東
京
都
と
岡
山
県
の
全
７
拠
点
に

３
７
２
人
の
従
業
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

１
６
７
人
が
障
が
い
の
あ
る
社
員
（
知
的
障
が
い
者
84

人
、
精
神
障
が
い
者
23
人
、
発
達
障
が
い
者
37
人
、
身

体
障
が
い
者
23
人
）
で
す
。
オ
フ
ィ
ス
の
清
掃
や
メ
ー

ル
室
業
務
な
ど
の
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
」
や
事

務
な
ど
の
「
業
務
サ
ポ
ー
ト
」
業
務
、マ
ッ
サ
ー
ジ
ル
ー

ム
や
社
員
食
堂
な
ど
の
「
施
設
運
営
」
業
務
を
グ
ル
ー

プ
各
社
か
ら
受
託
し
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
親
会
社
の
事
業
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
、
同
社
の

事
業
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
２
０
２
０
年

４
月
に
発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
、
感
染

予
防
の
観
点
か
ら
、
障
が
い
の
あ
る
社
員
は
全
員
自
宅

待
機
と
し
ま
し
た
。
そ
の
間
も
続
け
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
メ
ー
ル
室
業
務
な
ど
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
の

な
い
社
員
が
出
勤
す
る
こ
と
で
継
続
し
ま
し
た
。

　

業
務
面
で
は
、
業
務
の
受
託
先
で
あ
る
親
会
社
で
出

社
が
制
限
さ
れ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
関
連
が
中
止
に
な
っ

た
り
し
た
こ
と
に
よ
り
業
務
量
が
減
少
し
、
業
績
悪
化

に
も
苦
し
み
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
2
0
2
0
年
度
は

障
が
い
者
の
新
規
採
用
を
行
わ
ず
、
今
い
る
社
員
の
雇

用
を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
注
力
し
、
業
務
量
の
減
少
に

対
応
す
る
た
め
に
、
親
会
社
に
対
し
て
新
た
な
業
務

の
提
案
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
オ

株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト       

人
事
総
務
部
部
長　

原
田
昌
尚
氏

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
業
務
へ
の
影
響

特別講演の様子

★本誌では通常「障害」と表記していますが、株式会社ベネッセビジネスメイト様の当日の資料にしたがって「障がい」としています
★下記ホームページにて、特別講演の動画をご覧いただけます
　https://www.nivr.jeed.go.jp/vr/29kaisai/kouen.html　

第
29
回
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究・
実
践
発
表
会  

P
a
r
t
1

特
別
講
演

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
変
化
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

〜
障
害
者
雇
用
の
現
場
か
ら
考
え
る
〜
」
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て
、
中
間
管
理
職
な
ど
の
一
部
の
社
員
へ
の
負
荷
が
増

え
て
い
る
こ
と
な
ど
の
影
響
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
社
内
の
一
体
感
が
薄
れ
て
き
て
い
る
状
況
も
あ

る
の
で
、
早
急
な
対
応
が
必
要
に
な
る
」
と
の
認
識
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
社
員
の
定
着
率
に
関
し
て
は
、

２
０
２
０
年
度
の
定
着
率
は
97
％
で
あ
り
、
高
い
定
着

率
が
達
成
で
き
た
要
因
と
し
て
、
事
業
部
と
人
事
総
務

部
に
属
す
る
定
着
推
進
課
（
支
援
機
関
と
連
携
し
て
現

場
の
指
導
な
ど
が
う
ま
く
い
く
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
に
特
化
し
た
課
）
の
連
携
対
応
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
と
の
考
察
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
宅
待
機
や
在
宅
勤
務
の
対
応
と
し
て
は
、
課
題
を

提
供
し
た
り
、
不
調
を
起
こ
し
や
す
い
社
員
に
は
電
話

連
絡
を
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
社
員

の
心
身
の
健
康
の
維
持
に
力
を
注
ぎ
、
出
勤
を
再
開
す

る
と
き
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
て
い
ね
い
な
状
況
観

察
を
行
っ
て
、
何
か
問
題
が
発
生
し
そ
う
な
場
合
は
支

援
機
関
や
医
療
機
関
と
速
や
か
に
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
原
田
氏
か
ら
は
「
こ
の
よ

う
な
コ
ロ
ナ
期
間
の
対
応
や
、
今
ま
で
の
長
い
取
組
み

の
積
み
重
ね
な
ど
が
複
合
的
に
折
り
重
な
っ
た
結
果
と

し
て
、
今
回
の
定
着
率
に
つ
な
が
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　　

同
社
で
は
、
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
で
の
取
組
み
指
針
と

し
て
、「
ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ
の
新
し
い
働
き
方
・
仕

事
に
し
っ
か
り
対
応
し
、
業
績
回
復
へ
の
支
援
を
行
う

こ
と
」、「
ベ
ネ
ッ
セ
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト
の
経
営
の
正
常

化
と
障
が
い
者
雇
用
拡
大
路
線
へ
の
復
帰
を
実
現
す
る

こ
と
」、「
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
の
働
き
方
、
環
境
、
支
援

し
て
毎
日
T
e
a
m
s
を
通
じ
た
朝
会
を
実
施
し
た
ほ

か
、
日
報
を
通
じ
て
体
調
な
ど
の
些
細
な
変
化
を
共
有

し
た
こ
と
も
有
効
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
結
果
と
し

て
、
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
は
通
常
の
３
倍
以
上
と
な
り
ま

し
た
。
生
産
性
の
向
上
の
要
因
に
は
、
通
勤
の
ス
ト
レ

ス
が
な
く
な
っ
た
こ
と
や
集
中
で
き
る
環
境
が
得
ら
れ

た
こ
と
、
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
の
ツ
ー
ル
の
利
用
に
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
負
荷
を
感
じ
な
く
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
生
活
リ

ズ
ム
の
乱
れ
な
ど
の
新
た
な
課
題
も
出
て
き
て
お
り
、

現
在
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
出
社
を
併
用
し
た
勤
務
形

態
を
継
続
し
て
ト
ラ
イ
ア
ル
中
と
の
こ
と
で
す
。

　　

次
に
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
急
激
な
変
化
に
対
し
て
社
員

の
意
識
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
同
社
の
2
0
2
0
年
度
の
職
場
の
満
足

度
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
社
員

に
つ
い
て
は
、「
会
社
に
く
る
の
が
楽
し
い
」
と
い
う

回
答
率
が
前
年
度
よ
り
増
え
て
い
る
一
方
、
ほ
か
の
社

員
の
「
働
き
が
い
を
感
じ
る
」、「
成
長
実
感
」、「
仕
事

量
は
適
当
」
な
ど
の
回
答
率
は
低
下
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
原
田
氏
よ
り
「
障
が
い
の
な

い
社
員
の
回
答
も
含
ま
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

体
制
を
整
備
し
、
安
心
し
て
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
会

社
と
な
る
こ
と
」
の
３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
原
田
氏

か
ら
は
、
そ
の
た
め
に
実
現
す
べ
き
テ
ー
マ
と
し
て
、

個
々
の
特
性
に
応
じ
た
業
務
の
切
り
出
し
と
ア
レ
ン
ジ

に
よ
る
「
障
が
い
の
あ
る
社
員
の
戦
力
化
の
し
く
み
作

り
」、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
で
き
た
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
「
業
務
変
化
へ
の
対
応
、
新
規
業
務
受
託
の
拡

大
」、「
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
で
安
定
的
に
働
け
る
環
境
作

り
」
の
３
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
み
と
し
て
、
カ

フ
ェ
運
営
な
ど
の
新
し
い
業
務
や
既
存
の
業
務
の
変
革

の
ほ
か
、
障
が
い
の
あ
る
社
員
へ
の
業
務
指
導
に
あ
た

る
支
援
者
が
成
長
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
育
成
指
標

（
ス
キ
ル
マ
ッ
プ
）
の
導
入
や
、
社
員
に
よ
る
新
規
業

務
提
案
制
度
な
ど
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
立
て

直
す
た
め
の
取
組
み
も
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
の
結
び
と
し
て
、
原
田
氏
か
ら
は
「
こ
の
２
年

弱
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
多
く
の
変
化
や
課
題
が
出
て

き
た
。
ま
だ
発
展
途
上
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
と
共
存

し
て
い
く
な
か
で
障
が
い
者
雇
用
の
価
値
と
い
う
も
の

を
上
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
社
員
一

人
ひ
と
り
が
自
立
し
て
活
躍
し
、
や
り
が
い
を
感
じ
な

が
ら
長
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
会
社
、
個
人
と

企
業
が
と
も
に
成
長
し
て
い
く
職
場
を
目
ざ
し
て
い
き

た
い
。
引
き
続
き
企
業
理
念
に
基
づ
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
こ
と
で
持
続
的
な
成
長
を
成
し
遂
げ
た
い
」

と
の
展
望
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

●　
　
　
　
　
　
　

●　
　
　
　
　
　
　

●

　

次
号
で
は
、「
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
・
実

践
発
表
会
」
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
よ
る
休
職
者
へ
の
対
応
～
職
場
復
帰

支
援
を
考
え
る
～
」、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ「
職

務
創
出
と
そ
の
支
援
～
障
害
者
雇
用
を
し
て
い
く
た
め

に
～
」
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
伝
え
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
社
員
の
意
識
や

障
が
い
者
の
定
着
状
況
は
ど
う
変
化
し
た
か

W
i
t
h
コ
ロ
ナ
の

障
が
い
者
雇
用
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

特別講演の講師
株式会社ベネッセビジネスメイト

人事総務部部長の原田昌尚氏

◇お問合せ先：研究企画部 企画調整室（TEL：043-297-9067　E-mail：kikakubu@jeed.go.jp）
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国
土
交
通
省
は
全
国
の
自
治
体
を
対
象
に
、
目
が
不

自
由
な
人
の
た
め
の
音
声・
点
字
版
な
ど
、障
害
者
に
対

応
し
た
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
結
果
を
公
表
し
た
。

　

調
査
に
応
じ
た
１
５
９
１
自
治
体（
91
％
）の
う
ち
、「
作

成
済
み
」
と
回
答
し
た
の
は
41
市
町
村
（
２・６
％
）、「
作

成
中・検
討
中
」
が
53
市
町
村
（
３・３
％
）
に
と
ど
ま
り
、

「
作
成
の
予
定
な
し
」
が
１
４
７
１
市
町
村
（
92
・
５
％
）

に
の
ぼ
っ
た
。「
作
成
済
み
」、「
作
成
中
・
検
討
中
」
と

回
答
し
た
自
治
体
の
う
ち
、
視
覚
障
害
に
対
応
し
た
も

の
が
74
回
答
と
も
っ
と
も
多
く
、
聴
覚
障
害
が
25
回
答
。

ま
た
作
成
・
検
討
し
た
き
っ
か
け
と
し
て
「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
の
行
政
目
標
」
が
34
回
答
と
も
っ
と
も

多
く
、
次
い
で
「
必
要
性
が
高
い
と
感
じ
る
た
め
」
が
20

回
答
。
マ
ッ
プ
の
記
載
情
報
は
多
い
順
に
、「
浸
水
範
囲
」

が
57
回
答
、「
避
難
所
に
関
す
る
事
項
」
が
38
回
答
だ
っ

た
。
障
害
者
に
対
応
し
た
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
際
に
、
防
災
交
付
金
な
ど
の
交
付
金
を
活
用
し

た
自
治
体
は
21
・
３
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
今
後
、
国
交

省
は
マ
ッ
プ
作
成
の
手
引
に
、
先
行
地
域
の
事
例
を
盛

り
込
む
な
ど
し
て
後
押
し
す
る
方
針
。

　

高
崎
市
は
、
農
福
連
携
事
業
の
一
環
と
し
て
、
障

害
者
が
働
く
た
め
の
メ
ロ
ン
の
水
耕
栽
培
施
設
を

２
０
２
４
年
度
に
開
設
す
る
と
発
表
し
た
。
倉く

ら

渕ぶ
ち

町
内

か
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動
画
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
し
た
。

「
障
害
の
あ
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
一
歩
を
踏

み
出
す
勇
気
」
を
得
ら
れ
る
と
し
て
「
フ
ミ
ダ
ス
ド
ー

ガ
」
と
名
づ
け
た
。

　

動
画
は
、
肢
体
不
自
由
、
視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、

重
症
心
身
障
害
、
知
的
障
害
、
発
達
障
害
、
精
神
障
害
、

内
部
障
害
と
難
病
の
８
つ
の
障
害
種
別
に
制
作
。
イ
ラ

ス
ト
と
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
で
、
障
害
特
性
や
、
具
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
方
法

を
伝
え
て
い
る
。「
フ
ミ
ダ
ス
ド
ー
ガ
」
特
設
サ
イ
ト

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

https://fum
idasudoga.jp/

　

藤
沢
市
と
市
内
の
異
業
種
４
者
が
連
携
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
で
働
く
障
害
者
ら
が
、
資
源
物
と
し
て
回
収

し
た
古
着
を
藍
染
め
し
、
企
業
の
制
服
と
し
て
使
っ
て

も
ら
う
取
組
み
を
始
め
た
。

　

こ
の「
F
U
J
I
S
A
W
A
B
L
U
E
H
A
N
D
S

P
R
O
J
E
C
T
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
衣
類
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
「
有
限
会
社
ラ
フ
ァ

イ
エ
ッ
ト
」
が
行
い
、「
株
式
会
社
ア
ー
ト
モ
リ
ヤ
」

が
染
色
技
術
を
指
導
、
障
害
者
を
雇
用
し
て
い
る
藤
沢

市
資
源
循
環
協
同
組
合
が
場
所
を
提
供
し
、
実
際
の
作

業
も
行
う
。
市
は
、
協
力
企
業
を
増
や
し
て
い
く
た
め

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
広
報
と
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
す

で
に
市
内
の
飲
食
店
グ
ル
ー
プ「
株
式
会
社
エ
ム
ワ
イ
」

が
店
舗
の
従
業
員
用
の
制
服
と
し
て
発
注
し
た
。
市
内

の
企
業
な
ど
に
シ
ャ
ツ
を
制
服
と
し
て
使
っ
て
も
ら
う

ほ
か
、
一
般
販
売
も
検
討
す
る
。
問
合
せ
は
藤
沢
市
環

境
部
環
境
総
務
課
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
へ
。

電
話
：
０
４
６
６
ー
８
７
ー
３
９
１
２

の
土
地
を
取
得
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
３
棟
や
事
務

所
兼
出
荷
作
業
室
を
整
備
す
る
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
と
し
て
民
間
の
指
定
管
理

者
に
委
託
し
、
農
業
経
験
の
あ
る
指
導
員
や
生
活
支
援

員
ら
を
配
置
。
利
用
者
の
定
員
は
１
日
最
大
20
人
で
、

自
宅
送
迎
も
行
う
。
利
用
者
は
メ
ロ
ン
栽
培
の
育
苗
か

ら
受
粉
、
収
穫
、
出
荷
ま
で
の
作
業
に
か
か
わ
る
。
設

備
は
、
東
京
都
町
田
市
内
で
開
発
さ
れ
た
液
肥
循
環
型

の
「
町
田
式
水
耕
栽
培
槽
」
を
導
入
。
農
機
な
ど
を
使

わ
な
い
た
め
、
作
業
上
の
危
険
や
負
担
が
少
な
い
と
さ

れ
る
。
年
間
を
通
し
て
高
付
加
価
値
の
メ
ロ
ン
栽
培
を

し
な
が
ら
、
工
賃
ア
ッ
プ
を
目
ざ
す
。

　

京
都
府
と
京
都
市
は
、
共
同
で
「
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
た
め
の
事
例
集
」
を
作
成
し
た
。
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
つ
い
て
、
広
く
考
え
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
多
数
の
事
例

を
、
障
害
者
、
支
援
者
、
事
業
者
な
ど
の
手
引
き
と
し

て
利
用
し
て
も
ら
う
の
が
目
的
。

　

事
例
集
で
は
、
こ
れ
ま
で
京
都
府
や
府
内
各
市
町
村

の
窓
口
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
内
容
と
対
応
に
つ
い

て
障
害
種
別
に
計
85
事
例
に
ま
と
め
て
い
る
ほ
か
、
参

考
情
報
と
し
て
求
め
ら
れ
る
配
慮
の
例
な
ど
も
紹
介
し

て
い
る
。
事
例
集
は
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

https://w
w
w
.pref.kyoto.jp/shogaishien/new

s/
jireishu.htm

l

　

名
古
屋
市
は
、
障
害
と
障
害
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を

深
め
、
ど
の
よ
う
に
手
助
け
を
し
た
ら
よ
い
の
か
が
わ

動
画
で
障
害
の
特
性
を
知
る

「
フ
ミ
ダ
ス
ド
ー
ガ
」
を
制
作

愛知

「
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
の
た
め
の
事
例
集
」
を
作
成

京都

メ
ロ
ン
栽
培
で
就
労
支
援
へ

群馬

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

障
害
者
対
応
状
況
を
調
査

国土
交通省

古
着
を
藍
染
め
し
企
業
の
制
服
な
ど
に

神奈川

地
方
の
動
き

国
の
動
き
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編
集
委
員
の
ひ
と
こ
と

ミ

ニ

コ

ラ

ム

第
11
回

障
が
い
の
あ
る
社
員
へ
の
仕
事
切
り
出
し
の
ポ
イ
ン
ト

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
課
長  

平
岡
典
子

※
今
号
の
「
編
集
委
員
が
行
く
」

（
20
〜
25
ペ
ー
ジ
）
は
平
岡
委
員

が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

働く広場  2022.4

　

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
こ
こ
ろ
の
発
達
診
療
部
に
よ
る
『
成
人
の
発
達
障
害
の

評
価
と
診
断
〜
多
職
種
チ
ー
ム
で
行
う
診
断
か
ら
支
援
ま
で
〜
』（
岩
崎
学
術
出
版
社
）

が
出
版
さ
れ
た
。
同
診
療
部
で
は
２
０
１
１（
平
成
23
）年
か
ら「
発
達
障
害
研
修
会
ー

成
人
の
発
達
障
害
の
評
価
と
診
断
ー
」
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
包
括
的
な
「
評
価
と

診
断
」
に
重
点
を
置
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
同
診
療
部
で
は
、
成
人
後
に
発
達
障
害
を

疑
っ
て
診
断
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
対
応
す
る
べ
く
、
２
０
１
２
年
に
精
密
な
評

価
と
診
断
を
行
っ
て
そ
れ
に
基
づ
く
心
理
教
育
と
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
「
発
達
障
害

検
査
入
院
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
。
発
達
障
害
検
査
入
院
を
含
め
て
医
師
、
心

理
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
多
職
種
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

A
5
判
２
０
８
ペ
ー
ジ
、
３
０
８
０
円
（
税
込
）。児童・生徒をはじめ社会人一般の方も

ご応募いただけます。

絵画コンテストの応募は障害のある方が対象です。
写真コンテストの応募は障害の有無を問いません。
多くのみなさまからのご応募をお待ちしています。

令和 4 年度

シンボルキャラクター
“ピクチャノサウルス”

募集期間（応募作品受付期間）

令和4年3月１日（火）～
６月15日（水）【締切・消印有効】

「絵画コンテスト 
 働くすがた～今そして未来～」
「写真コンテスト
職場で輝く障害者～今その瞬間～」

主催：独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

検索JEED 絵画写真
詳しくはホームページの募集要項をご覧ください。

＜過去のポスターや入賞作品などもご覧いただけます＞

あなたの力作が
ポスターになる！

作品大募
集！

　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
「
仕
事
の
切
り
出
し
が
進
ま
な
い
」
と
お
悩
み
の
会
社

は
多
い
と
聞
き
ま
す
。

　

私
の
所
属
す
る
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
で
は
、
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
の
活
動
当
初
は
グ
ル
ー
プ
３
社
か
ら
10
種
類
程
度
の
業
務
の
受
注

か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
グ
ル
ー
プ
26
社
か
ら
２
０
０
種
類
を
超
え
る
業
務
を
に

な
う
ま
で
活
躍
の
場
が
拡
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
「
徹
底
的
な
社
内
周
知
と
社
内
営
業
活
動
」
と
「
口
コ
ミ
・
リ
ピ
ー

タ
ー
の
存
在
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
社
内
周
知
の
た
め
に
、
毎
日
元
気
な
挨
拶
で
す
べ
て
の
フ
ロ
ア
を
回
り
、

メ
ー
ル
便
の
配
達
な
ど
の
オ
フ
ィ
ス
サ
ポ
ー
ト
業
務
を
に
な
い
な
が
ら
、
ス
タ
ッ

フ
は
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
の
社
員
へ
声
を
か
け
、
私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
仕
事

は
な
い
か
探
し
て
回
る
日
々
で
し
た
。
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
も
常
に
情
報
発
信
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

当
初
は
電
話
一
本
、
メ
ー
ル
一
本
で
依
頼
を
受
け
、
上
司
の
承
認
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
必
須
に
は
せ
ず
、
柔
軟
に
対
応
し
ま
し
た
。
業
務
品
質
、
依
頼
部
署
と
の
信

頼
関
係
を
大
切
に
、
依
頼
者
の
期
待
値
を
超
え
る
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、「
ま
た

お
願
い
し
た
い
」、「
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
？
」
と
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
は
、「
他
部
署
に
も

こ
の
経
験
を
話
し
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。
口
コ
ミ
に
よ
る
信
頼
は
強
い
で

す
か
ら
、
口
コ
ミ
と
リ
ピ
ー
タ
ー
で
ど
ん
ど
ん
拡
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
本
的
に
「
決
し
て
依
頼
は
断
ら
な
い
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
仕
事
を

通
し
て
メ
ン
バ
ー
が
成
長
で
き
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
新
し
い
業
務
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
育
む
一
方
、「
任
せ
て
み
よ

う
」
と
思
う
依
頼
元
の
社
員
の
懐
の
深
さ
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
大
い
に

あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
「
で
き
な
い
」
と
決
め
つ
け
ず
、
何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
紹
介

『
成
人
の
発
達
障
害
の
評
価
と
診
断

  

〜
多
職
種
チ
ー
ム
で
行
う
診
断
か
ら
支
援
ま
で
〜
』
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・本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解で
あることをお断りします。本誌では「障害」という表記を基本としていますが、
執筆者・取材先の方針などから、ほかの表記とすることがあります。

埼玉県立大学 教授

株式会社 FVP代表取締役

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 副理事・統括施設長

岡山障害者文化芸術協会 代表理事

武庫川女子大学 准教授

あきる野市障がい者就労・生活支援センターあすく センター長

ホンダ太陽株式会社 社友

サントリービジネスシステム株式会社 課長

東京通信大学 教授

有限会社まるみ 取締役社長

筑波大学 准教授

朝  日  雅  也
大塚由紀子
金塚たかし
阪  本  文  雄
諏訪田克彦
原  　智   彦
樋  口  克  己
平  岡  典  子
松  爲  信  雄
三  鴨  岐  子
八 重 田   淳

●
こ
の
人
を
訪
ね
て

働
く
障
害
者
に
特
化
し
た
日
本
初
の
労
働
組
合
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ハ
ー
ト
フ
ル
ユ
ニ
オ
ン（
東
京
都
）の
書
記
長
を

務
め
る
久
保
修
一
さ
ん
に
、
障
害
の
あ
る
人
が
安
心
し

て
働
く
た
め
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

●
職
場
ル
ポ

自
動
車
試
作
部
品
の
製
作
や
、
各
種
治
具
・
建
設

機
械
部
品
な
ど
を
製
作
す
る
株
式
会
社
栄
和
産
業（
神

奈
川
県
）
を
訪
問
。
障
害
特
性
に
合
わ
せ
職
場
定
着

を
図
る
現
場
を
取
材
し
ま
す
。

●
グ
ラ
ビ
ア

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
ビ
ル
設
備
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど

を
行
う
T
A
K
E
U
C
H
I
株
式
会
社（
東
京
都
）を
取

材
。
当
機
構
の
国
立
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
修
了
生
で
、
同
社
で
活
躍
す
る
障
害
の
あ
る
社
員

を
紹
介
し
ま
す
。

●
編
集
委
員
が
行
く

八
重
田
淳
編
集
委
員
が
、M
S
&
A
D
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
特
例
子
会
社
、Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
ア
ビ
リ
テ
ィ
ワ
ー
ク

ス
株
式
会
社
（
東
京
都
）
を
取
材
。
障
害
の
あ
る
社
員

が
能
力
を
発
揮
で
き
る
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

次
号
予
告

検索富士山マガジンサービス

あなたの原稿をお待ちしています
■ 声̶障害者雇用にかかわるお考えやご意見、行事やできごと
などを500字以内で編集部（企画部情報公開広報課）まで。

　　●発　行ーー独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)
発行人ーー企画部長　奥村英輝

 編集人ーー企画部次長　五十嵐意和保
〒261－8558  千葉県千葉市美浜区若葉 3－1－2　

電話  043－213－6216（企画部情報公開広報課）
ホームページ https://www.jeed.go.jp/　メールアドレス hiroba@jeed.go.jp
●発売所ーー株式会社広済堂ネクスト
 〒105－8318 東京都港区芝浦1－2－3  シーバンスS館13階
 電話  03－5484－8821　　FAX  03－5484－8822

定期購読のほか、最新号やバックナンバーのご購入は、
下記へお申し込みください。
１冊からのご購入も受けつけています。
◆インターネットでのお申込み

　◆お電話、FAXでのお申し込み
　　株式会社広済堂ネクストまでご連絡ください。
　　TEL 03-5484-8821 FAX 03-5484-8822

本 誌 購 入 方 法

公式ツイッター
　　はこちら！
最新号発行のお知らせやコー
ナー紹介などをお届けします。 ＠JEED_hiroba

好 評 配 信 中 ！
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構では、当機構が全国で実施する高齢者や障害者の
雇用支援、従業員の人材育成（職業能力開発）などの情報を、毎月月末に、みなさまに配信しています。

雇用管理や人材育成の「いま」・「これから」を考える
人事労務担当者のみなさま、必読！

みなさまの「どうする？」に応えるヒントが、見つかります！

※カメラで読み取ったリンク先が
　https://www.jeed.go.jp/general/merumaga/index.html
　であることを確認のうえアクセスしてください。

超高齢社会の人材確保

障害特性に応じた配慮の方法

ものづくり技術伝承や人材育成

高 齢

障 害

求 職

ＪＥＥＤ  メルマガ

掲示板

32



＜お問合せ先＞　職業リハビリテーション部 研修課　TEL：043-297-9095　E-mail：stgrp@jeed.go.jp

⬅各種研修の詳細はこちら
https://www.jeed.go.jp/disability/supporter/supporter04.html

研　修 日　程 場　所
就業支援基礎研修
【対象】就業支援を担当する方
【内容】 就業支援のプロセス、障害特性と職業

的課題、障害者雇用施策、ケーススタ
ディなど

各地域障害者職業センターのホームページなどで
別途ご案内いたします。 各地域障害者

職業センター
など

就業支援実践研修
精神障害・発達障害・高次脳機能障害コース
【対象】就業支援の実務経験 2年以上の方
【内容】 障害別のアセスメント、支援ツールの

活用方法、ケーススタディなど

10～12月に全国14エリアで開催します。
当機構ホームページなどで別途ご案内いたします。

全国 14エリア
の地域障害者
職業センター
など

就業支援スキル向上研修
精神障害・発達障害・高次脳機能障害コース
【対象】就業支援の実務経験 3年以上の方
【内容】 障害別の支援技法、職リハに関する

最新情報、ケーススタディなど

令和5年1月18日（水）～1月20日（金） 千葉県千葉市

就業支援課題別セミナー
【対象】  障害者の就労や雇用に関する支援を担当

している方
【内容】  令和 4年度のテーマは「雇用継続支援」

です

令和4年11月2日（水） オンライン
形式

職場適応援助者養成研修
【対象】 訪問型・企業在籍型職場適応援助者

（ジョブコーチ）としての援助を行う
予定の方など

【内容】 ジョブコーチの役割、作業指導の実際、
ケースから学ぶジョブコーチ支援の
実際、職場における雇用管理の実際、
支援記録の作成など

 ※ 集合研修 4日＋地域障害者職業センターで
の実技研修 4日程度

※対象地域は以下のとおりです
東日本： 北海道、東北、関東甲信越、静岡、

富山
西日本： 東海（静岡を除く）、北陸（富山を

除く）、近畿、中国、四国、九州、
沖縄

4月期
東日本対象：令和4年4月19日（火）～4月22日（金） 千葉県千葉市

西日本対象：令和4年4月19日（火）～4月22日（金） 大阪府内

6月期
東日本対象：令和4年6月21日（火）～6月24日（金） 千葉県千葉市

西日本対象：令和4年6月28日（火）～7月1日（金） 大阪府内

8月期
東日本対象：令和4年8月23日（火）～8月26日（金） 千葉県千葉市

西日本対象：令和4年8月30日（火）～9月2日（金） 大阪府内

10月期 全国対象：令和4年10月18日（火）～10月21日（金） 千葉県千葉市

12月期
東日本対象：令和4年12月20日（火）～12月23日（金） 千葉県千葉市

西日本対象：令和4年12月20日（火）～12月23日（金） 大阪府内

2月期 全国対象：令和5年2月14日（火）～2月17日（金） 千葉県千葉市

職場適応援助者支援スキル向上研修
【対象】 ジョブコーチとして一定の実務経験の

ある訪問型・企業在籍型職場適応援助
者の方

【内容】 精神・発達障害者のアセスメントや
支援方法、アンガーコントロール支
援、意見交換、ケーススタディなど

第1回 全国対象：令和4年5月31日（火）～6月3日（金） 千葉県千葉市

第2回 全国対象：令和4 年 8 月 2 日（火）～8 月5 日（金）  大阪府内

第3回 全国対象：令和4 年 9 月 27 日（火）～9 月30 日（金）  千葉県千葉市

第4回 全国対象：令和5 年 1 月 31 日（火）～2 月3 日（金）  大阪府内

2022年度（令和4年度）
職業リハビリテーションに関する研修のご案内

 当機構では、医療・福祉などの関係機関で障害のある方の就業支援を担当する方を対象に、職業
リハビリテーションに関する知識や技術の習得と資質の向上を図るための研修を実施しています。
受講料は無料です。
 各研修の詳細・お申込み先などは、当機構のホームページ（https://www.jeed.go.jp）のサイト

内検索（各研修名で検索）でご確認ください。みなさまの受講を心よりお待ちしています。

就
業
支
援
担
当
者
の
方
へ
の
研
修

職
場
適
応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
に
関
す
る
研
修

検索◯◯障害者職業センター
※◯◯には都道府県名を入力
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インターネットを利用して、障害者雇用納付金申告及び障害者雇用調整金等申請の手続きをお手元のパソコン
上で行うことができます !!
利用時間　９：30～ 17：00（土・日・祝日を除く）

※ 1  「ペイジー」への対応や、インターネットバンキングの操作方法については、ご利用の金融機関へ
お問い合わせください。

※ 2  確認番号が付番されていない事業主の方は、確認番号を当機構納付金部（TEL:043-297-9651）
までお問い合わせいただくか、金融機関の窓口での納付をお願いします。

障害者雇用納付金は、「振込み」による支払いはできません。

その他、障害者雇用納付金制度については、
当機構 HP https://www.jeed.go.jp/から、「障害者の雇用支援」→「障害者雇用納付金制度」をご参照ください。
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